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人口 人

　男 人

　女 人

世帯数 世帯

人　

人　

人　

世帯

●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・ごみ収集・いいトコみっけ隊

桶川市民まつり

75,234
37,379
37,855
31,772 ＋29

－10
＋3
－7

いっしょにＤＯですか？

　集団女性がん検診追加実施のお知らせ

　第4回オケちゃん駅伝競走大会参加チーム
　募集

まちの話題
　Let’s ボラライフ

　フォトスケッチ

　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸

早期不妊検査費と不妊治療費の
　　　　　　　　  助成を始めました
11月3日オケちゃんが「スポーツ応援
宣言」をします

　『多様な働き方実践企業』認定制度のご案内

健康ステーション

情報ステーション

P26

P26

P35

P35

P36

P39

P22
P25
P34
P40
裏表紙

特集 P02

P04

P08

P21

P18

　「いつでも子育てメール相談」をご利用ください P10

　協働推進提案事業（平成30年度実施
　予定事業）募集のお知らせ

P23
P24



　
市
で
は
不
妊
検
査
費
の
助
成
を
す
る
こ

と
で
、
気
軽
に
不
妊
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

検
査
を
受
け
た
ご
夫
婦
に
２
万
円
ま
で
助

成
し
ま
す
。

　
対
象
▼
次
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦

①
不
妊
検
査
開
始
時
に
法
律
上
の
婚
姻
関

係
が
あ
り
、
不
妊
検
査
期
間
か
ら
助
成
申

請
時
ま
で
双
方
ま
た
は
一
方
が
桶
川
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と

②
不
妊
検
査
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
43
歳

未
満
で
あ
り
、
夫
婦
で
不
妊
検
査
を
受
け

て
い
る
こ
と

③
同
一
の
不
妊
検
査
に
対
し
、
他
市
町
村

で
同
様
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　
対
象
と
な
る
検
査
▼
次
の
全
て
に
該
当

す
る
検
査

①
指
定
医
療
機
関
（※

１
）
の
医
師
が
、

不
妊
症
診
断
の
た
め
に
行
う
一
連
の
検
査

（
指
定
医
療
機
関
と
連
携
す
る
泌
尿
器
科

の
医
師
が
実
施
し
た
検
査
も
含
む
）

②
夫
婦
が
受
け
た
不
妊
検
査
で
、
検
査
期

間
が
６
か
月
以
内
で
あ
る
こ
と

③
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
終
了
し
た

検
査
で
、
特
定
不
妊
治
療
の
一
環
の
検
査

で
は
な
い
こ
と

（※

１
）
指
定
医
療
機
関
：

知
事
等
が
指
定
し
た
特
定
不

妊
治
療（
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
）
を
実
施
す
る
医
療
機
関

　
助
成
内
容
▼

   

検
査
費
用
の
自
己
負
担
額
（
千
円
未
満

切
捨
て
）
に
対
し
、
上
限
２
万
円
を
夫
婦

一
組
に
１
回
助
成

　
申
請
方
法
▼

次
の
①
〜
⑥
を
持
参
の
う
え
、
直
接
、
健

康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
来
所

し
て
く
だ
さ
い
。

①
桶
川
市
早
期
不
妊
検
査
費
助
成
金
交
付

申
請
書
　
　
　

②
桶
川
市
早
期
不
妊
検
査
実
施
証
明
書

※

医
療
機
関
の
記
入
、押
印
が
必
要
で
す
。

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

③
検
査
費
用
の
領
収
書
（
原
本
）
・
検
査

内
容
が
わ
か
る
も
の
（
請
求
書
や
明
細
書

な
ど
）

④
振
り
込
み
を
希
望
す
る
金
融
機
関
口
座

の
通
帳（
夫
婦
い
ず
れ
か
の
名
義
の
口
座
）

⑤
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

⑥
夫
婦
が
別
世
帯
で
市
外
在
住
の
場
合
は
、

市
外
在
住
の
人
の
住
民
票
と
戸
籍
謄
本

　
注
意
▼
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年

３
月
ま
で
に
終
了
し
た
検
査
の
申
請
受
け

付
け
は
、
平
成
30
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

早
期
不
妊
検
査
費
の
助
成
に
つ
い
て

早
期
不
妊
検
査
費
の
助
成
に
つ
い
て

　
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
）
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
が
適
用
さ

れ
ず
高
額
な
た
め
、
夫
婦
の
合
計
所
得
が

730
万
円
未
満
（※

２
）
の
場
合
、
県
の
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
負
担

が
大
き
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
県
の

助
成
制
度
に
上
乗
せ
す
る
形
で
、
市
で
も

不
妊
治
療
費
の
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

（※

２
）
申
請
前
年
の
合
計
所
得
。
１
月

〜
５
月
の
申
請
は
前
々
年
の
合
計
所
得
。

　
対
象
▼
次
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦

①
不
妊
治
療
開
始
時
に
法
律
上
の
婚
姻
を

し
て
い
る
夫
婦
で
あ
り
、
県
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
助
成
金
支
給
決
定
日
か
ら
助

成
申
請
時
ま
で
双
方
ま
た
は
一
方
が
桶
川

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と

②
不
妊
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
43
歳

未
満
で
あ
り
、
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

の
助
成
金
支
給
決
定
を
平
成
29
年
４
月
１

日
以
降
に
受
け
て
い
る
こ
と

③
同
一
の
不
妊
治
療
費
に
対
し
、
他
市
町

村
で
同
様
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
市
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
助
成
内
容
▼

　
不
妊
治
療
費
か
ら
県
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
に
よ
る
助
成
金
支
給
額
を
除
き
、上
限

５
万
円
を
夫
婦
一
組
に
６
回
（
初
回
治
療

開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
40
歳
以
上
の
場
合

は
３
回
）
助
成
。
た
だ
し
、
県
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
の
初
回
治
療
助
成
と
し
て
支

給
決
定
さ
れ
た
場
合
は
上
限
10
万
円
を
助

成
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
▼

　
次
の
①
〜
⑤
を
持
参
の
う
え
、
直
接
健

康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
来
所

し
て
く
だ
さ
い
。

①
桶
川
市
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請

書
　

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

②
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
助
成
金
支
給

決
定
通
知
書

③
不
妊
治
療
費
用
の
領
収
書
（
原
本
）・

治
療
内
容
が
わ
か
る
も
の
（
請
求
書
や
明

細
書
な
ど
）

④
振
込
を
希
望
す
る
金
融
機
関
口
座
の
通

帳
（
ご
夫
婦
い
ず
れ
か
の
名
義
の
口
座
）

⑤
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　
申
請
期
間
▼
県
助
成
支
給
決
定
日
か
ら

６
か
月
以
内

※

４
月
１
日
〜
８
月
30
日

に
支
給
決
定
さ
れ
た
も
の

は
、
平
成
30
年
２
月
28
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
不
妊
は
、
避
妊
を
し
な
い
で
１
年
間
妊

娠
し
な
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。
な
か
な
か

子
ど
も
が
で
き
な
い
と
思
っ
た
ら
、
早
め

に
医
師
へ
相
談
し
、
検
査
を
受
け
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　
産
婦
人
科
で
不
妊
検
査
は
で
き
ま
す
が
、

検
査
費
の
助
成
が
で
き
る
の
は
、
指
定
医

療
機
関
で
実
施
し
た
検
査
と
な
り
ま
す
。

県
内
の
指
定
医
療
機
関
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
で
は
、
血
液
検
査
、
子
宮
や
卵
巣

な
ど
の
状
態
を
見
る
た
め
に
超
音
波
検
査

や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
行
い
ま
す
。
男
性

で
は
、
精
液
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
埼
玉
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　
専
門
医
が
不
妊
検
査
や
治
療
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す（
面
接
相
談
・
予
約
制
）。

　
場
所
▼
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
内
（
川
越
市
）

　
予
約
電
話
番
号
▼
049
–
228
–
３
６
７
４

（
月
〜
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

※

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
面
接
日
時
▼
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
後

４
時
〜
５
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
不
妊
・
不
育
症
・
妊
娠

　
　
　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
一
社
）
埼
玉
県
助
産
師
会
の
助
産
師

が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
電
話
番
号
▼
799
–
３
６
１
３

　
相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
金
曜
日
⇩
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

第
１
・
３
土
曜
日
⇩
午
前
11
時
〜
午
後
３

時
、
午
後
４
時
〜
７
時

※

い
ず
れ
も
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。

　
原
因
に
よ
っ
て
治
療
が
違
い
ま
す
。
ま

た
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
治
療
の
方
針
は
、
き

ち
ん
と
し
た
検
査
の
後
で
、
初
め
て
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
査
は
、
月
経

周
期
な
ど
に
合
わ

せ
て
行
う
た
め
、

数
回
の
通
院
が
必

要
で
す
。
治
療
は

更
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　
健
康
保
険
の
使
え
る
範
囲
は
、
医
療
機

関
に
よ
っ
て
多
少
違
い
が
あ
り
ま
す
。
通

常
の
不
妊
検
査
、
治
療
は
保
険
診
療
で
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
体

外
受
精
、
顕
微
授
精
は
健
康
保
険
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
金
額
は
医
療
機
関
に
よ
る

差
が
大
き
い
た
め
、
事
前
に
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

指定医療機関

県不妊治療費
助成事業の
ご案内

不
妊
に
悩
ん
だ
ら

ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
？

ど
ん
な
治
療
を
す
る
の
？

ど
の
く
ら
い
通
う
の
？

ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
の
？

不
妊
っ
て
何
？

健
康
保
険
は
使
え
る
の
？

早
期
不
妊
検
査
費
と

　不
妊
治
療
費
の
助
成
を

　
　
　
　
　
　始
め
ま
し
た

詳
し
く
は
蜊
健
康
増
進
課
☎
786
ー
１
８
５
５

10月
から

23 2017.11 2017. 11



　市民まつり（11月３日）の開会式で、オケちゃんが「スポーツ応援宣言」をします。
　これは、幅広い年齢層に人気のある「オケちゃん」と市が協力し、「スポーツ応援宣言」をすることで、
少しでもスポーツを身近に感じてもらい、興味をもってもらうことで、今後の生涯スポーツの振興や「東京
２０２０オリンピック・パラリンピック大会」に向けた機運の醸成につなげることを目的にしています。

　オケちゃんは、桶川市スポーツ都市宣言に賛同し、スポーツを愛し、
スポーツに親しみ、スポーツをする人を応援するため、ここにスポーツ
応援宣言をします。

　オケちゃんといっしょに
・スポーツをして、からだを動かそう。
・スポーツを楽しもう。
・スポーツをして、みんなと仲良くなろう。

詳しくは 蜊スポーツ振興課☎786-3211㈹

オケちゃんが
「スポーツ応援宣言」をします！！

～　オケちゃんスポーツ応援宣言　～

と　き▶11月３日（金・祝）
　　　　午前９時から
ところ▶桶川小学校校庭

【出張販売および小型印の使用場所】

※フレーム切手については、観光協会や市内の
　郵便局で販売します。

一緒に

がんばろ
うね！

郵便局との共同事業で、「オケちゃんスポーツ応援宣言」を記念して、
フレーム切手の販売と記念の小型印（郵便用）の使用を行います。

と　き▶11月３日（金・祝）
　　　　午前９時30分～午後３時30分
ところ▶桶川小学校校庭

市民まつり

11月3日

日本郵便のキャラクター
「ぽすみるく」です。
宣言当日は、「オケちゃん」
に会いにいきます。みん
なもきてね！！

「手話言語条例」が施行されました
　平成28年12月15日から桶川市手話言語条例が施行され
ました。
　手話は言語であるという認識に基づき、「おもいやり
と助け合いの心」を大切に誰もが社会参加ができ、共に
生きる社会を実現するために作られた条例です。

条例の基本理念
　「手話を必要とする市民が手話を言語としてコミュニ
ケーションを図る権利を有することを理解し、手話を通
じてすべての市民が互いに人格を尊重しあうこと」を基
本理念とします。

皆さんができること

詳しくは 蜊障害福祉課☎786-3211 ㈹

～手話を必要とする人が　いつでも　どこでも　自由に手話を使える地域社会へ～

視線を合わせてから
話し始めてください。

マスクを外して話して
ください。

手話通訳の同行を
認めてください。

聴覚障害者にも伝わる
コミュニケーション方
法で伝えてください。

　手話言語条例の施行を待ち望んだ方たちがいらっしゃいます。
「桶川市聴覚障害者協会」と、桶川手話サークル「チャイム」の
メンバーの方に、お話を伺いました。

　聴覚障害をお持ちの方は、耳が聞こえないことを訴えても伝わらないときがあり、とても大変な思いをする
ことがあるそうです。「手話ができなくても、筆談で十分会話をすることができることを理解してくれたら助
かります。この条例が施行されたのをきっかけに、手話に興味を持ってくれる人が少しでも増えてくれたらう
れしいですね」と話してくださいました。
　桶川手話サークル「チャイム」は、昭和57年頃に発足したサー
クルで、現在33人の会員で活動しています。「条例施行後、市に
手話通訳者が職員として採用されたことはよかったと思います。
最近、地域の会合で、手話を使った歌を覚えて発表してくれる機
会がありました。手話と触れる機会が増えていってくれればうれしいですね。」
――少しでもたくさんの方が手話を使って会話ができる桶川市になったら素敵ですよね。

その他▶手話通訳、要約筆記が付きます。

　条例が施行されたことを記念し、講演会を開催します。
テーマ▶聴覚障害があるということ～手話は人をつなぐ～
　　　　この機会に聴覚障害者の暮らしに触れてみませんか？
と　き▶11月25日㈯午後 1時30分～ 3時30分（午後1時開場）
ところ▶東公民館
申込み▶不要。直接会場にお越しください。

講師
佐藤　太信さん
（元ろう学校スクー
ルカウンセラー、現
戸田市市議会議員）

聴覚障害者理解のための講演会を開催します

　〝手話が言語である〟との認識に基づき、条例の

基本理念にのっとり、手話に対する理解を深め、手

話を使いやすい環境に整備するための施策を総合的

に実施します。

例えば…

○条例に関するリーフレットをお配りしています。

○市主催の行事などに手話通訳者を配置します。

○障害福祉課に手話通訳者を配置しています。

など

市では・・・

手話は言語です手話は言語です 障害福祉課の初澤さん

手話通訳が必要なときは
私がご案内します！

〝手話の世界へようこそ〟
6666666

6666666
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職員の分限および懲戒処分の状況5

職員の研修の状況7

職員の福祉および利益の保護の状況（平成28年 4 月 1日～平成29年 3 月31日）8

埼玉県央広域公平委員会からの報告事項9

　市では、市職員の給与や勤務条件の状況などを市民の皆様に知っていただくために、人事行政
の運営状況をお知らせします。 詳しくは 職員課

⑴分限処分 6 人

⑴定期健康診断の実施状況　399人 ⑵公務災害等の発生状況　公務中　2件　通勤中　2件

⑴勤務条件に関する措置の要求の状況 ⑵不利益処分に関する不服申立ての状況
平成28年度は、不服申立て案件はありませんでした。平成28年度は、措置要求案件はありませんでした。

⑴新規採用の状況

任期付

※再任用、任期付については、平成29年 4 月 1 日に在籍している職員数です。

（平成29年 4 月 1日現在）

（平成28年 4 月 1日～平成29年 3 月31日）

（平成29年 4 月 1日付）

（平成29年 4 月 1日現在）

（平成29年 4 月 1日現在）

（平成28年 4 月 1日～平成29年 3 月31日）

（平成28年 4 月 1日～平成29年 3 月31日）

（平成28年 4 月 1日～平成29年 3 月31日）

（平成28年 4 月 1日～平成29年 3 月31日）

（平成28年 4 月 1日～平成29年 3 月31日）

⑵退職の状況

合 計
そ の 他

任期満了

再任用

死亡退職

新規採用
採用人数

合計

失 職

女

懲戒免職

男

分限免職

受験
人数

181
151
2
4
7
10
5
2
0

9

0

3 8 7 13 5 14 15

Ｈ29
438

Ｈ28
439

Ｈ27
440

Ｈ26
436

Ｈ25
437

Ｈ24
433

Ｈ23
430

Ｈ22
430

Ｈ21
434

Ｈ20
435

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

1

0

12

0

27

0

7
2
0
2
2
1
0
0
0

8
3
1
0
0
3
1
0
0

15
5
1
2
2
4
1
0
0

26
20
0
2
2
2
0
0
2

9
4
0
0
0
5
0
0
0

5
103
28
1
4

10
50

120
35

356
50
50

406
10
23
33

439

6
100
29
1
3

10
54

121
34

358
49
49

407
8

23
31

438

1
△ 3

1
0

△ 1
0
4
1

△ 1
2

△ 1
△ 1

1
△ 2

0
△ 2
△ 1

普通退職

区 分

一 般 行 政 職
事 務 職 （ 一 般 ）
事 務 職（手話通訳）
技 術 職 （ 土 木 ）
技 術 職 （ 建 築 ）
保 育 士
栄 養 士
保 健 師

現 業 職

勧奨退職定年退職区 分

一般行政職

現 業 職

職員の任免および職員数に関する状況

⑸職員数の状況

職 員 数

職員の給与の状況3

⑷職位別昇格者数
主事級主任級主査級主幹級課長級次長級部長級職 位

昇 格 者 数

⑶部門別職員数

対前年
増 減

※地方公務員の育児休業等に関する法律に基づく任期付職員については
除外しています。

職員数
H28 H29

部 門

議 会
総 務
税 務
労 働
農 水
商 工
土 木
民 生
衛 生

一般行政計 A
教 育

特別行政計 B
普通会計の計 C=A+B

下 水
その他

公営企業の計 D
合計 C+D

⑴職員給与費の状況（平成29年度普通会計予算）
給 与 費

計

2,660,001千円

184,800
155,800
184,800
150,500
178,200
146,100

283,839円
239,900円

375,635円
325,300円

期末・勤勉手当

647,916千円

職員手当

注 1）職員手当には退職手当を含みません。
注 2）給与費は当初予算に計上された額です。

466,513千円

給料

1,545,572千円

304,771円

23,381,153千円 323,936千円 3,749,749千円 16.0%75,266人

38.7歳

職員数

432人

区分

29年度

⑵職員の平均給料月額および平均年齢の状況
一般行政職

平均年齢平均給料月額

⑶職員の初任給の状況
初任給区 分

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

一般行政職

一般行政職

一般行政職

桶 川 市

埼 玉 県

国

⑷職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
経験年数

年未満
経験年数

年未満区 分

大学卒
高校卒

一 般
行 政 職

⑸人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

注）人件費には、特別職に支給される給料、
報酬等を含みます。

人件費比率（B/A）人件費 B実質収支歳出額 A住民基本台帳人口区 分

28年度 平成29年１月１日現在

⑺職員手当の状況
地域手当

（支給率）
％

（支給率）
％

桶川市地域

住居手当（月額）

借家等居住者最高
， 円まで

持家居住者
， 円

借家等居住者最高
， 円まで

扶養手当（月額）退職手当
勧奨・定年

勧奨・定年

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59 月分

配偶者　　　　10,000円
子　　　　　　 8,000円
配偶者以外　　 6,500円
満16～22歳までの子
　　　　　　　5,000円加算

配偶者　　　　10,000円
子　　　　　　 8,000円
配偶者以外　　 6,500円
満16～22歳までの子
　　　　　　　5,000円加算

25.55625月分
34.5825 月分
49.59   月分
49.59   月分

自己都合

勤続年数
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59 月分

25.55625月分
34.5825 月分
49.59   月分
49.59   月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

勤続年数

期末・勤勉手当

年間支給率4.3月分（2.22月分)

年間支給率4.3月分（2.25月分)
職制上の段階、職務等による加算措置
（　）は、再任用短時間勤務職員に係
る支給割合

職制上の段階、職務等による加算措置
（　）は、再任用短時間勤務職員に係
る支給割合

区分

桶
川
市

国

地域における民間の賃金水準や物価等の事情を考慮して支給する手当
交通機関利用者は運賃相当額、交通用具利用者は距離に応じて算出した額
著しく危険、不快な業務など、特殊な業務に従事する職員に対し
て支給する手当、清掃作業手当や行旅死亡人取扱手当など 6 種類
（1時間当たりの算出方法）

～×
）－（祝日及び年

地 域 手 当
通 勤 手 当

特殊勤務手当

時 間 外 手 当

⑻特別職の報酬の状況
期末手当

． 月分

． 月分

給料月額等
， 円
， 円
， 円
， 円
， 円

区 分
市 長
副市長
議 長
副議長
議 員

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況4
⑴勤務時間の状況

勤務時間の割り振り
週休日

土・日曜日
休憩時間

分
終業始業

分

⑶育児休業等取得状況
女男区 分

継 続
新 規

⑷時間外勤務の状況
平均時間外勤務時間数時間外勤務

総時間数対象職員数

⑵年次有給休暇の取得状況
平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数

⑹一般行政職の級別職員数の状況 （標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です）

計

※特定業務等従事任期付職員については除外しています。

部長次長課長主幹主査主任主事・技師主事補・技師補
区分

標準的な職務内容
職員数
構成比

2

内 容

特別職、他団体から派遣されている職員を除く全職員
【能力評価】職務遂行過程における能力の発揮状況
【実績評価】業務目標の達成度

区 分

評 価 期 間 【能力評価】平成28年 1 月 1 日～平成28年12月31日　
【実績評価】平成28年 4 月 1 日～平成29年 3 月31日
【能力評価】平成29年 1 月 1 日・【実績評価】平成29年 2 月 1 日評価基準日

評価対象者

評 価 項 目

人事行政の運営状況等を公表人事行政の運営状況等を公表人事行政の運営状況等を公表人事行政の運営状況等を公表

職員の人事評価の状況（平成28年度）

（平成29年 4 月 1日現在）

（平成29年 4 月 1日現在）

（平成29年 4 月 1日現在）

（平成29年 4 月 1日現在）

14
4.5％

100
32.0％

78
25.0％

51
16.3％

20
6.4％

28
9.0％

13
4.2％

8
2.6％

312
100％

15,928日 4,014.7日 416人 9.7日

0
2

348 49,720 12.0

10
11

職員の服務の状況6
⑴職員の守るべき義務の概要

法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失
墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義
務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企
業等の従事制限

⑵営利企業等従事の許可状況
（平成28年 4 月 1 日～平成29年 3 月31日）
1 件（共済組合支部長）
1 件（登録手話通訳者）
1 件（協議会理事）

⑴職員研修の概要　延べ497人参加
①階層別研修　173人
　内訳　新規採用職員研修（前期・後期）、中堅職員研

修Ⅰ（主事技師級研修）、中堅職員研修Ⅱ（意
識改革研修）、中堅職員研修Ⅲ（憲法）、主
査級研修、主幹級研修、課長級研修　ほか

②特別研修　262人
　内訳　行政対象暴力研修、メンタルヘルス研修、

タイムマネジメント研修　ほか
③派遣研修　62人
　内訳　自治大学校、彩の国人づくり広域連合、市町

村アカデミー、北足立北部共同研修会 ほか
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情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

こ
の
会
議
は
、
市
長
と
教
育
委
員
会
が

円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
本
市
の
実
情

に
応
じ
た
教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
の
振

興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
う
も
の

で
す
。

　

と
き
▼
11
月
13
日
㈪
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
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限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
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画
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整
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と
き
▼
11
月
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日
㈪
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
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は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
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月
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日

㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
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き
▼
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月
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後
１
時
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▼
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庁
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傍
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す
る
人
は
、
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へ
お
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だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
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限
す
る
場
合
は
、
ご
了
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願
い
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す
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詳
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く
は
蜊
学
校
支
援
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次
の
方
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10
月
１
日
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に
１
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と
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事
か
ら
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、
一
定

の
区
域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握

し
な
が
ら
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
相
談
や
援
助
な
ど
の
福
祉
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
関
係
諸
機
関
・
施
設
な
ど
へ
連
絡
・

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
社
会
福
祉
課

第
２
回
総
合
教
育
会
議
開
催

の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
第
11
回
定
例
会

の
お
知
ら
せ

第
２
回
い
じ
め
対
策
委
員
会
公
開

の
お
知
ら
せ

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

桶川市長

　去る９月２４日、「シルバーレクリエーション大会」が、サン・アリーナで、
１０月１日には「ＡＪ３ｏｎ３　２０１７　レギュラーシーズン　埼玉ラウンド」が、
おけがわマインで、それぞれ行われました。
　「シルバーレクリエーション大会」は、高齢者の方々の健康の維持・向
上を目的として、平成１０年度から開催され、今回は男女計５１名の方々が
参加されました。参加者の方々はそれぞれ順
番で、室内グラウンドゴルフ、ディスゲッター※１、
スポーツ吹矢の３種目を行い、男女それぞれ上
位１～３位までの方々に賞状とメダルが授与さ
れました。
　また、大会当日とその前日に、東京から始ま
り全国を回る「東京２０２０オリンピック・パラリ
ンピック　フラッグツアー」※２の旗が、サン・ア
リーナのエントランス横に掲げられました。
　次に、「ＡＪ３ｏｎ３」は、３人制バスケットボー
ルの「３ｏｎ３バスケットボール」の試合を各地
区で開催しながら地域の活性化に繋げようとす
る大会で、全国１２都市で地区予選が行われ、
愛知県で決勝大会が開催されます。当日は、
埼玉県出身のバスケットボール元日本代表の関口聡史さんがゲストとして
来場し、小学生を対象にバスケットボールの指導をされました。
　昨年初めて開催された埼玉予選が、おけがわマインの「エンジョル広場」
で行われたことをきっかけに、その後、広場を利用しての子ども向けバスケッ
トボール教室が定期的に開催されています。２０２０年の東京オリンピック・
パラリンピックでは、「さいたまスーパーアリーナ」がバスケットボールの競
技会場となっており、こうしたイベントを機にバスケットボールの普及ととも
に、オリンピック・パラリンピックに向けての気運がより高まることに期待が
膨らみます。
　桶川市では平成３年に「スポーツ都市宣言」を行っており、２０２０年の

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、誰もが身
近にスポーツに親しむことが出来る環境づくりの、更
なる充実を図る必要があると改めて感じました。
※１「ディスゲッター」…ディスクを使った的抜きゲーム。
※２「東京２０２０オリンピック・パラリンピック　フラッグツア
　　ー」　…ＪＯＣ、ＪＰＣ、東京都、東京２０２０組織委員会が
　　主催する、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック
　　に向けての気運を盛り上げるためのフラッグツアー。

▲「東京2020オリンピック・
パラリンピック  フラッグツアー」

▲AJ3on3 開会式

▲AJ3on3 白熱する試合

市長元気通信

　 動 報 告
かつ

どう ほう こく

vol．45 情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
11月

担当地区

末広二丁目9～12番

氏　　名

駒　崎　今日子

電　　話

７２９-１０６７

　平成27年度から平成36年度までを期間とする「桶川市地域福祉計画」が策定され
ています。この計画の進行状況や新たな課題などについて協議する、地域福祉計画推進
委員会を設置します。そこで、市民の皆さんの意見を反映するため、委員を募集します。

任期▶平成30年１月～平成31年３月
応募資格▶市内在住の20歳以上で、市の審議会の委員でない人
募集人員▶１人
申込期限▶11月24日㈮
提出書類▶住所・氏名・年齢・職業・電話番号・応募動機（Ａ４・600字程度）を記載した

ものを、直接または郵送（〒363-8501住所記入不要）で社会福祉課へ。
　　　　　※書式の決まりはありません。

桶川市地域福祉計画推進委員会委員を募集します
詳しくは 蜊社会福祉課

11月は「児童虐待防止推進月間」です

詳しくは 蜊こども支援課
平成29年度｢児童虐待防止推進月間｣標語
桶川市要保護児童対策地域協議会

～いちはやく　知らせる勇気　つなぐ声～

子どもの虐待を未然に防ぎましょう
　たとえ「しつけのつもり」であっても、虐待は子どもの
心や体に深い傷を残し、健全な成長を妨げる大きな原因と
なります。
　連絡（通告）により、問題を抱え困っている家庭に支援
の手を差し伸べ、子どもを守ることができます。連絡（通
告）による職員の訪問は、虐待者を処罰することでなく、
支援のきっかけとお考えください。また、連絡をした人の
秘密は守られます。

あなたにできること・・・
○子育て中の親子に優しいまなざし、あたたかい見守りを
お願いします。
○子育てに悩んでいる人は、一人で悩まずに相談してくだ
さい。
○虐待で苦しんでいる子どもは、がまんしないで相談して
ください。
○もしできるなら、虐待を受けた子どもたちの親代わり
（里親）になってください。
○「気にかかる子」や「もしかして虐待では？」と思った
ときには次の相談機関に連絡してください。

子ども虐待とは・・・
◆身体的虐待
　なぐる、ける、首をしめる、やけどを負わせ
る、体を激しく揺さぶるなど
◆性的虐待
　性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポル
ノグラフィの被写体にするなど
◆保護の怠慢・拒否（ネグレクト）
　家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置するなど
◆心理的虐待
　「死んでしまえ」「産まなきゃ良かった」な
どのひどい言葉で傷つける、無視、兄弟間の差
別的扱い、子どもの目の前で夫婦間で暴力をふ
るうなど

もしかして…と感じたら迷わず連絡（通告）を！
・こども支援課
・埼玉県中央児童相談所　　　　☎775-4152
　※月～金曜日午前８時30分～午後６時15分
・児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９

○よい子の電話教育相談【24時間365日対応】

　子ども（18歳以下）専用　☎＃７３００ または ０１２０－８６－３１９２
　保護者専用　☎０４８－５５６－０８７４
　Ｅメール相談　soudan@spec.ed.jp
　いじめメール相談フォーム（右のQRコードから入れます）
　問合せ 蜊県青少年課☎830-5858

〇市教育センター☎786－3237
　【月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前9時15分～午後4時30分】
〇市いじめ専用ダイヤル☎786－1555
　【月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前9時15分～午後4時30分】

　県は、11月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめの根絶に集中的に取り組んでいます。
いじめに遭ったり、気が付いたりしたら、一人で悩まず相談してください。

11月は「いじめ撲滅強調月間」です

なやみゼロゼロ ハロー さ い の く に

こ　こ　ろ お　は　な　し

詳しくは 蜊学校支援課

埼玉県教育委員会　検索 ⬅⬅
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の
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し
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に
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Ｏ
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ョ
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情
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ス
テ
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シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

○
第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資

選
定
部
会
」

　

と
き
▼
11
月
７
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

○
第
３
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

　

と
き
▼
11
月
28
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

　

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
な
ど
の
原
因

は
、
心
の
問
題
と
と
も
に
、
家
庭
・
友
人

関
係
・
地
域
・
学
校
な
ど
の
児
童
生
徒
を

取
り
巻
く
環
境
に
あ
る
と
捉
え
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
・
関
係
機
関
の
橋
渡
し
を
行
い
、

包
括
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
か
ら
の
相

談
や
要
請
に
応
じ
、
学
校
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
置
か
れ
た
様
々
な
環
境
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
問
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
業
務
】

○
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
が
置
か
れ
た

環
境
へ
の
働
き
か
け

○
関
係
機
関
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
連
携
、
調
整

○
学
校
に
お
け
る
チ
ー
ム
体
制
の
構
築
、

支
援

○
保
護
者
、
教
職
員
な
ど
に
対
す
る
支
援
、

相
談
、
情
報
提
供

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
度
に
市

内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
臨
時
的
任
用

教
員
と
し
て
勤
務
を
希
望
す
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
場
所
▼
市
内
小
・
中
学
校

　

勤
務
条
件
▼
週
５
日
勤
務
、
１
日
７
時

間
45
分
勤
務
、
月
給
制
（
県
の
給
与
条
例

に
よ
る
）
※
勤
務
期
間
や
勤
務
開
始
日
は

勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
学

務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
資
格
▼
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の

教
員
免
許
状
を
有
す
る
人
（
取
得
見
込
み

も
可
）
。
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ
び

学
校
教
育
法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
人

　

応
募
受
付
▼
第
１
次
締
切
り
12
月
25
日

㈪
※
そ
の
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
▼
学
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
面
接
日
を
調
整
し
ま
す
（
１
月
下

旬
予
定
）
。
面
接
の
際
、
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
で
可
）
と
該
当
免
許
状
（
取
得
見

込
み
の
人
を
除
く
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

採
用
▼
面
接
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

○
非
常
勤
講
師
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

常
勤
が
難
し
い
場
合
は
、
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
務
課

　

次
の
①
〜
⑧
の
各
職
種
を
募
集
し
ま
す
。

　

勤
務
場
所
▼

①
②
③
⑦
→
市
内
小
・
中
学
校

⑧
→
市
内
小
学
校

④
→
市
内
中
学
校

⑤
⑥
→
市
教
育
セ
ン
タ
ー

　

勤
務
日
▼

①
②
⑧
→
授
業
日

③
→
授
業
日
の
う
ち
、
原
則
週
３
日
間

④
→
授
業
日
お
よ
び
長
期
休
業
中

⑤
⑥
→
授
業
日
お
よ
び
長
期
休
業
中
の
う

ち
、
原
則
週
３
日
間

⑦
→
授
業
日
の
う
ち
、
週
２
日
程
度

　

勤
務
時
間
▼
各
職
種
・
学
校
な
ど
に
よ

る
　

応
募
期
間
▼
11
月
２
日
㈭
〜
12
月
20
日

㈬
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

　

応
募
方
法
▼
必
要
書
類
を
直
接
、
学
校

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
▼
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）、

①
②
⑤
⑦
⑧
は
、
教
員
免
許
状
の
写
し
な

ど
各
種
資
格
を
証
明
す
る
も
の

　

採
用
▼
面
接
（
平
成
30
年
１
月
下
旬
予

定
）
に
よ
り
決
定
。
詳
し
い
日
時
に
つ
い

て
は
、
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
受
験
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま

で
　

登
録
職
種
▼
①
事
務
職
【
一
般
】
、
事

務
職
【
社
会
福
祉
士
】
、
保
育
士
職
（
登

録
試
験
有
り
）
②
保
健
師
職
、
栄
養
士
職

（
登
録
試
験
免
除
）

　

登
録
試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

受
験
資
格
▼
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

　

そ
の
他
▼
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
な
ど
は
、

仮
設
庁
舎
（
総
合
案
内
）
・
分
庁
舎
（
職

員
課
）
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

申
込
み･

問
合
せ
蜊
職
員
課

　

と
き
▼
11
月
10
日
㈮
・
11
日
㈯
午
前
９

時
50
分
〜
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

（
上
尾
市
東
町
３
―
２
０
０
９
―
３
）

　

テ
ー
マ
▼
「
ひ
ろ
げ
よ
う　

つ
な
が
ろ

う　

あ
げ
お
の
輪
」

　

内
容
▼
児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
製
品

頒
布
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

　

問
合
せ
蜊
上
尾
特
別
支
援
学
校
☎
774
―

９
３
３
１

　

と
き
▼
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
（
川
島
町
伊
草
南
向
野
780
）

　

内
容
▼
学
習
発
表
、
作
品
展
示
、
販
売
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど

　

問
合
せ
蜊
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援

学
校
☎
049
―
297
―
７
７
５
３

　

と
き
▼
12
月
７
日
㈭
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
（
受
付
時
間
：
午
後
０
時
30
分
〜
３

時
）

　

と
こ
ろ
▼
鴻
巣
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ク

レ
ア
こ
う
の
す
）（
鴻
巣
市
中
央
29
―
１
）

　

参
加
企
業
数
▼
10
社
（
予
定
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
な
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
宮
専

門
援
助
部
門
☎
667
―
８
６
０
９
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
市
立
小
・
中
学
校

臨
時
的
任
用
教
員
を
募
集
し
ま
す

「
平
成
29
年
度
こ
う
の
す
障
害
者

就
職
面
接
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資
選

定
部
会
」
お
よ
び
学
校
給
食
運
営

委
員
会
の
公
開
の
お
知
ら
せ

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
の
改

善
を
図
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
つ
い
て

埼
玉
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

文
化
祭
「
第
38
回
ゆ
り
の
木
祭
」

開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
小
・
中
学
校
お
よ

び
教
育
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員

の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

育
児
休
業
等
代
替
職
員
の

登
録
試
験
受
験
者

を
募
集
し
ま
す

埼
玉
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特

別
支
援
学
校
文
化
祭
「
第
18
回

ひ
ば
り
祭
」
開
催
の
お
知
ら
せ

11月１日は「彩の国教育の日」です
　県では、教育に関する理解を一層深めていただくため、11月
１日を「彩の国教育の日」、11月１日～７日を「彩の国教育週
間」としています。
　「彩の国教育の日」をきっかけに、子どもたちの健やかな育
成について、一緒に考えてみませんか。詳しくは「彩の国教育
の日」で検索し、県ホームページをご覧ください。
　問合せ 蜊県家庭地域連携課
　　　　　☎830－6976
　 彩の国教育の日　検索⬅⬅

・次のＱＲコードからアクセスすることができます。
　※市ホームページ内の「子育てメール相談」からもアクセスできます。
・相談の返答は、市担当課がメール相談を受け付けしてから、おおむね２日以内に行ないます。
※メールの受信拒否、ドメイン指定受信、迷惑メール防止機能などを設定している場合は、メール相談を送信する前
にドメイン指定解除などの設定をお願いします（返答アドレス：kodomo@city.okegawa.lg.jp）。

～子育てに一人で悩んだり、困ったりしたらお気軽にご利用ください～

相談日時▶火・木曜日午前10時～午後4時
ところ▶駅前子育て支援センター内
　　　　　　　　詳しくは 蜊こども支援課

こどもと家庭なんでも相談
☎７７７-７７０８をご利用ください。

『いつでも子育てメール相談』をご利用ください『いつでも子育てメール相談』をご利用ください

面接や電話で
相談希望の人は

募集職種 勤務内容・勤務時間 応　　募　　資　　格

①教育指導
補助員

授業の指導補助およ
びその他教育業務

原則教員免許状を有し、子ども
が好きで英語やパソコン（プロ
グラミング）、ピアノなどが得
意な人歓迎。経験者の応募も可。

②特別支援
指導補助員

特別支援学級を中心
とした、教育的支援
や配慮を必要とする
児童生徒の指導補助

特別支援教育に理解と意欲
があり、子どもとともに行動
できる人。原則教員免許状、
保育士資格などを有する人。

③学校図書
館教育補助
員

図書の貸し出しや読
み聞かせ、本の修理
など、学校図書館教
育の補助

図書館教育に理解と意欲が
あり、読書や読み聞かせが
好きな人。

④桶川市さ
わやか相談
員

子どもの「心の悩み」
に対応した、相談お
よび指導・支援

学校教育に理解があり、子ど
もの悩みについて学校教育相
談に関する知識や経験を有す
る人。

⑤桶川市学
校適応指導
教室指導員

適応指導教室に通う
不登校などの児童生
徒の学校復帰に向け
た教育業務

学校教育に理解があり、不
登校などの児童生徒とかか
わった経験のある人。小学
校または中学校の教員免許
状を有する人。

⑥桶川市教
育センター
相談員

子育て・不登校・暴
力・いじめなどに関
する悩みの面接相談、
電話相談業務

保護者・子どもの学校生活
などの悩みについて、相談
に応じることのできる知識
や経験を有する人。

⑦日本語指
導員

帰国子女や外国籍児
童生徒など、日本語
の理解が十分でない
児童生徒の指導

原則教員免許状を有する人。

⑧小１プロ
ブレム学級
支援員

小学校低学年（主に
１年生）の教育活動
における担任の補助

原則教員免許状または保育士
資格を有し、小学校低学年の
教育指導などに理解と意欲が
あり、子どもが好きな人。
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■
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人
や
、
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障

害
の
あ
る
人
、
父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
手

当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

支
給
対
象
者
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母

も
し
く
は
養
育
者

○
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害
（
「
父
ま

た
は
母
の
障
害
の
基
準
」
の
い
ず
れ
か
に

該
当
）
が
あ
る
子
ど
も
※
障
害
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
こ
ど
も
支
援
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子

ど
も
※
婚
姻
に
は
、
婚
姻
届
を
提
出
し
て

い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
場
合
（
内
縁
関
係
な
ど
）
を

含
み
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
の
手
当
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
者
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
と
き

○
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子

生
活
支
援
施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き
※
平
成
10
年
３
月
31
日
以
前

に
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
た
も
の
の
、

手
当
の
申
請
を
せ
ず
、
か
つ
、
そ
の
間
に

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
事
由
が

発
生
し
な
か
っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
当
額
▼

　

支
給
期
間
▼
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
子

ど
も
が
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
た
だ
し
、
子
ど
も
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る

ま
で
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
育
て
て
い
る
人
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

支
給
対
象
者
▼
精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を

家
庭
で
育
て
て
い
る
人
（
障
害
の
あ
る
子

ど
も
と
は
、
精
神
の
障
害
の
場
合
は
１
人

で
は
ま
っ
た
く
日
常
生
活
が
で
き
な
い
か
、

著
し
く
制
限
さ
れ
る
程
度
。
身
体
の
場
合

は
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
一
、
二

級
ま
た
は
三
級
程
度
）

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
の
手
当
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
す
る
人
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
な
い
と
き

○
子
ど
も
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

と
き

　

手
当
額
▼

■
遺
児
手
当
制
度

　

支
給
対
象
者
▼
親
権
者
、
後
見
人
そ
の

他
の
人
で
あ
っ
て
、
父
ま
た
は
母
も
し
く

は
父
母
が
共
に
死
亡
し
て
い
る
世
帯
の
子

ど
も
を
現
に
監
護
し
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
人

※
こ
の
制
度
に
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
当
額
▼
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
２

千
円

　

支
給
期
間
▼
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
、
満
20
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
、
ま
た
は
受

給
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

【児童扶養手当制度】

子どもの
人数

月額
（全額支給）

月額
（一部支給）

1人の場合 42,290円 42,280円～9,980円

2人目
加算額 9,990円 9,980円～5,000円

3人目以降
加算額

5,990円
（1人につき）

5,980円～3,000円
（1人につき）

※所得制限があります。申請者やその配偶者
および同居など生計を同じくしている扶養義
務者（申請者の直系親族、兄弟姉妹）の所得
によって支給停止となる場合があります。

【特別児童扶養手当制度】

障害の状態 月額
（1人について）

1 級（重度） 51,450円

2 級（中度） 34,270円

※所得制限があります。申請者やその配偶者
および同居など生計を同じくしている扶養義
務者（申請者の直系親族、兄弟姉妹）の所得
によって支給停止となる場合があります。

児
童
扶
養
手
当
制
度
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
・

遺
児
手
当
制
度
の
ご
案
内

詳
し
く
は
蜊
こ
ど
も
支
援
課

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所している皆さんと体操や音楽レクリエーションをとおして触れ合いませんか。
認知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－36－３  ☎729－1616 11月８日㈬ 13：30～15：00 無料
愛の家グループホーム桶川
朝日２－10－15  ☎778－6603 11月15日㈬ 13：30～15：00 無料
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－２  ☎789－3130 11月17日㈮ 13：30～15：00 無料

無料

ねむのき
川田谷5830－１  ☎787－0311

11月５日㈰
12月３日㈰ ９：30～12：00 100円

花ノ木の郷
加納1824－１  ☎729－2222 11月19日㈰ 10：00～11：30

※事前の連絡は不要
　です。直接お越し
　ください。

詳しくは
高齢介護課

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～㉗

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
「高齢者の虐待と介護について」 詳しくは 高齢介護課

　平成18年４月に高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（通称：高齢者虐待
防止法）が施行されてから、10年以上が経過しました。児童の虐待に比べると、メディアで取り上げら
れる件数は少ないですが、高齢化や介護問題を背景に年々増加しています。
　高齢者の虐待が起こる背景には、些細なこ
との積み重ねや、不適切な介護から発生して
いることが大半を占めます。特に不適切な介
護については、介護者が心身ともに疲弊し、
認知症の人などへの介護方法がわからないた
めに、つい高齢者を叩く、叱るなどの虐待に
至ることが多いです。中には、虐待を自覚し
ていても歯止めがきかず、解決方法が見つか
らないまま、一人で介護問題を抱え込んでし
まう場合もあります。
　市では、介護者への支援として、地域包括
支援センターによる相談対応や、「介護者のつどい」や「おれんじカフェ」などのつどいの場の提供を行
っています（次の記事参照）。一人で抱え込まず、相談してください。
　また、11月11日は国が制定している「介護の日」です。介護を受ける人も、介護をする人も、そばで
見守る人もおだやかに暮らせるよう、今後も介護者支援や虐待防止に向けた取り組みを行っていきます。

≪高齢者虐待の種類と一例≫
殴る、ける、つねるなど、体にあざや外傷を与える。
身体を拘束したり、家に閉じ込めたりなど、移動を
制限する。
水分や食事を十分に与えず、脱水状態や栄養失調の
状態にする。
徘徊や病気の状態を放置する。
怒鳴る、ののしる、悪口を言う。
侮蔑を込めて、子どものように扱う。
日常生活に必要な金銭を渡さない、使用させない。
本人の年金や預貯金を無断で使用する。
懲罰的に裸にして放置する。

身体的虐待

介護・世話の
放棄・放任

心理的虐待

経済的虐待

性的虐待

OKEGAWA散策コースより～
　市では、社会参加や生きがいづくりを積極的に支援す
ることにより、高齢者の外出や交流を促し、閉じこもり
や孤立化を防ぐことを目的に「健康長寿いきいきポイン
ト事業※」を実施しています。市が指定した各種事業
（健康診査、介護予防事業、社会参加、生涯学習など）
に参加することでポイントを獲得し、50Pまたは100P
に達すると、記念品と交換できます。
　「OKEGAWA散策コース」は、季節を感じる市内の
お薦めの場所を教えていただくことでポイントを獲得で
きます。皆さんに紹介していただいた中から掲載しま
す。
○稲荷神社…菊の花が大変美しい。
○泉福寺…黄色く色づいた銀杏の街路樹が秋らしい。

○荒川より西方面…朝冷え込むと空気が澄んで、富士山の
五合目位から真っ白で絶景。
○西中学校付近…稲刈りが終わった田んぼ一面に晩秋を感
じる。

※健康長寿いきいきポイ
ント事業は、65歳以上の
市民であればどなたでも
参加できます。申請は、
高齢介護課・社会福祉協
議会・健康増進課（土・
日・祝日除く）、各公民
館（休館日除く）で行っ
ています。

健康長寿いきいきポイント事業 晩秋編

1213 2017.11 2017. 11



報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
行

為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
各
市
町

村
で
は
、
毎
年
様
々
な
活
動
を
行
い
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

【
特
設
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
】

　

と
き
▼
11
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭
・
17
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

Ｄ
Ｖ
の
知
識
を
持
つ
職
員
が
、
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

安
心
し
て
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
啓
発
活
動
の
強
化
】

　

庁
舎
に
懸
垂
幕
を
掲
示
し
、
市
内
公
共

機
関
な
ど
に
、
Ｄ
Ｖ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
相

談
カ
ー
ド
を
配
置
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
設
定
し
、
専
用

相
談
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時

※
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
は
、
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

　

電
話
番
号
▼
０
５
７
０
―
070
―
810

　

相
談
担
当
者
▼
法
務
局
職
員
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
859
―
３
５
０
７

　

平
成
29
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
を
納
付
し
た
人
（
国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
）
に
は
、
「
国
民
健
康
保
険
税
納

付
確
認
書
」
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
確
認
書
」
「
介
護
保
険
料
納
付
確
認

書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
30
年
１
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
た
め
、
早
め
に
必

要
な
人
は
直
接
、
担
当
課
の
窓
口
で
発
行

し
ま
す
。
身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
世
帯

主
ま
た
は
同
居
の
家
族
が
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
※
年
金
天
引
き
で
の
支
払
額
は
、

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
保
険
年
金
課
ま
た
は
高
齢

介
護
課

　

毎
年
暮
れ
に
な
る
と
、
そ
の
年
の
所
得

税
の
過
不
足
を
調
整
す
る
た
め
の
「
年
末

調
整
」
や
、
翌
年
２
〜
３
月
に
は
「
確
定

申
告
」
を
行
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保

険
料
納
付
額
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の

対
象
と
な
り
ま
す
。「
社
会
保
険
料
控
除
」

を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
証
明
書
を
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
際
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

11
月
送
付
▼
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

　

２
月
送
付
▼
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
に

そ
の
年
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人

　

問
合
せ
蜊
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
003
―
004（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
050
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
☎
03
―
６

６
３
０
―
２
５
２
５
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
、
11
月
１
日
㈬
～
平
成
29
年
３
月

15
日
㈭
の
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
ま
た
は
大
宮
年
金
事
務
所

☎
652
―
３
３
９
９

①
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
に

関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

対
象
▼
事
業
者

　

と
き
▼
11
月
17
日
㈮
午
前
11
時
〜
正
午

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

②
年
末
調
整
説
明
会

　

対
象
▼
法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主

　

と
き
▼
11
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

③
青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

対
象
▼
個
人
青
色
申
告
者

　

と
き
▼
12
月
８
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜 

11
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
（
鴨
川
１

―
４
―
３
）

　

問
合
せ
蜊
①
は
、
上
尾
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門
☎
770
―
１
８
１
３
（
ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
）
、
②
③
は
、
上
尾
税
務
署
☎
770

―
１
８
０
０
※
自
動
音
声
案
内
に
従
い

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付

確
認
書
は
１
月
に
郵
送
し
ま
す

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す

上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｄ
Ｖ
を
な
く
そ
う
！

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
週
間
で
す

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　【第５期】

納付は期限内に！
納期限…11月30日

今月の納期

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

点灯式日時▶11月24日㈮午後5時30分
点灯期間▶平成30年1月下旬まで
点灯場所▶駅西口ロータリーほか
☆各企業や団体、市民の皆様からの協賛金を募集して
　います。
問合せ 蜊（一社）桶川市観光協会☎776-8590

イルミネーション
点灯のお知らせ

介護者のつどい・介護者サロン介護者のつどい・介護者サロン
地域包括支援センター主催で、介護に関する情報交換の場として、介護者のつどい・介護者サロンを開催します。

介護者のつどい
「みちくさ」

と　き 11月17日㈮13:30～15:00 ところ ハートランド桶川（介護老人保健施設）

内 容

「ちょっとハートランドに立ち寄ってみませんか」
介護について興味のある人、困っている人、知りたい人、介護を体験した人など、情報
交換をし、介護についての話の輪を広げていきましょう。
なお、飲み物は各自で用意してください。

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）☎777－7055

介護者サロン

と　き 12月 4 日㈪10:30～12:00 ところ ルーエハイム（地域包括支援センター）

内 容 「介護者サロン」は介護を経験した人、現在介護をしている人、これから介護を考えて
いる人が集い、介護の悩みや経験談を聞いたり、情報交換を行う場です。

問合せ 地域包括支援センター「ルーエハイム」（若宮 1－ 5－ 2　 4 F）☎789－2121

介護者のつどい
「繭の会」

と　き 12月 9 日㈯13:30～15:00 ところ 農業センター

内 容 介護者の交流、情報交換、体操などを行っています。
お茶を飲みながら一緒にリフレッシュしませんか？

問合せ 地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830－ 1 ）☎783－5311

◎「ヒューマン スクウェア」を開催します
　県では、様々な人権課題に関する県民の理解と認識
を深め、お互いの人権を尊重する意識を高めることを
目的として、人権週間イベント「ヒューマンスクウェ
ア」を開催します。
と　き▶12 月２日㈯午前 10 時～午後９時 30 分
ところ▶イオンモール羽生（西コート）
内　容▶①アンニョン・クレヨンさんによる人権トー
ク＆コンサート②人権啓発ポスターの展示③人権啓発
ＤＶＤの放映④子ども向け工作コーナー⑤コバトン、

ムジナもんとのふれあい
その他▶入場無料、事前申込み不要

問合せ 蜊県人権推進課☎830-2258

◎「部落差別の解消の推進に関する法律」をご存じですか
　この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化
の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が生じていることを
踏まえ、部落差別は許されないものであるとの認識の下に、部落
差別の解消を推進し、部落差別のない社会を実現することを目的
とした法律です。

詳しくは 蜊人権・男女共同参画課

12月４日～10日は「人権尊重社会をめざす県民運動強調週間」です
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【
事
例
１
】

　

私
あ
て
に
「
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴

訟
最
終
通
知
書
」
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が

送
ら
れ
て
き
た
。
「
契
約
会
社
ま
た
は
運

営
会
社
か
ら
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
こ
と
を

通
知
す
る
」
「
裁
判
取
り
下
げ
期
日
は
○

月
○
日
で
、
連
絡
が
な
い
場
合
、
原
告
の

主
張
が
全
面
受
理
さ
れ
る
」
「
給
料
や
動

産
、不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
執
行
す
る
」

と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
後
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。

【
事
例
２
】

　

昨
日
、
妻
あ
て
に
「
民
事
訴
訟
管
理
セ

ン
タ
ー
」
と
名
乗
る
者
か
ら
「
料
金
未
納
」

「
最
終
通
知
書
」
と
記
載
の
あ
る
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
。
「
民
事
訴
訟
お
よ
び
裁
判
の

取
り
下
げ
な
ど
の
ご
相
談
は
当
局
で
承
っ

て
い
る
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

必
ず
ご
本
人
か
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
怪
し
い
と
思
う

の
で
連
絡
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
る

架
空
請
求
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は
、

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
近
年

は
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
通
じ
た
架
空
請
求
メ
ー
ル

に
よ
る
も
の
が
大
半
で
し
た
。
し
か
し
、

最
近
は
、
事
例
の
よ
う
な
文
面
を
記
載
し

た
郵
便
ハ
ガ
キ
を
送
付
す
る
古
典
的
な
方

法
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
に
は
、
宛
名
の
住
所
と
個
人
名

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
訴
訟
を
取
り
下
げ

る
た
め
に
は
本
人
か
ら
連
絡
す
る
よ
う
誘

導
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
動
揺
し
、
慌
て
て
「
電

話
を
か
け
て
し
ま
っ
た
」
と
か
「
ど
う
し

た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
相
談
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
相
談
者
は
、
40
歳
以

上
の
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
過
去
に
作
成

さ
れ
出
回
っ
た
何
ら
か
の
会
員
名
簿
、
卒

業
生
名
簿
な
ど
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
余
分
な
個
人
情
報
を
与
え
て
し
ま
う
の

で
、
架
空
請
求
者
に
絶
対
に
電
話
を
し
な

い
こ
と
。

②
「
総
合
消
費
料
金
」
な
る
も
の
を
納
付

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
回
で
も
支

払
っ
て
し
ま
う
と
、
次
々
と
請
求
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判

所
か
ら
「
特
別
送
達
」
郵
便
で
訴
状
が
届

き
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
無
視
せ
ず
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
強
迫
を
受
け
る
な
ど
の
悪
質

な
場
合
は
警
察
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◯
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
は
全
国
共
通
の

電
話
番
号
で
あ
る
188
番
へ
か
け
れ
ば
つ
な

が
り
ま
す
。
「
188
（
い
や
や
！
）　

泣
き

寝
入
り
！
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
☎
786
―
３
２
１
１
㈹

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
、
政
府
が
管
理
運
営
し
て
い

る
強
制
加
入
の
保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
場
合
や
失

業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
保
険
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
加
入
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
指
導
お
よ
び
加
入
勧
奨
に

よ
っ
て
も
自
主
的
な
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
強
制
的
な
加

入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
、
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
埼
玉
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課
☎
600
―
６
２
０
３

　

上
尾
警
察
署
管
内（
上
尾
市
・
桶
川
市
・

伊
奈
町
）
の
電
話
詐
欺
被
害
（
平
成
29
年

８
月
末
現
在
）
は
、
32
件
、
約
３
，
８
０

０
万
円
で
す
。

　

市
民
の
貴
重
な
財
産
が
１
日
平
均
約
16

万
円
失
わ
れ
て
い
る
計
算
と
な
り
、
こ
の

金
額
は
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
平
均
時
給

の
約
170
時
間
分
に
も
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
他
に
、
騙
さ
れ
て
金
融
機

関
に
預
金
の
引
出
し
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

窓
口
職
員
の
注
意
喚
起
を
受
け
て
被
害
が

未
然
防
止
さ
れ
た
も
の
が
37
件
、
約
７
，

０
０
０
万
円
分
あ
り
ま
す
。

　

電
話
で
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

交
付
要
求
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
還
付
金
案
内
、

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
購
入

要
求
は
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
蜊
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１

０

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
！
電
話
詐
欺

　山の芋は、年間をとおして店頭に並んでいるので旬
の時期がわかりづらいですが、秋から冬にかけてが出
盛り期の野菜です。
　種類は、日本の山野に古くから自生する自然薯、細
長い棒状の長芋、扇状のいちょう芋、こぶし状のつく
ね芋（大和芋）などがあります。粘りの強いもの、シ
ャキシャキ感のあるものなど特色があり、栄養成分的
に多少の違いがありますが、共通しているのは消化酵
素のジアスターゼ（アミラーゼ）が豊富なことです。
このため、ほかの芋（さつまいもなど）と異なり、生
で食べることができます。そして、たんぱく質の消化
吸収を助けるぬめり成分のムチン、ビタミンＢ群、ビ
タミンＣ、カリウムなどのミネラル、食物繊維がバラ
ンスよく含まれ、疲労回復に役立つ健康食材です。
　調理の際、手がかゆくなるのはシュウ酸カルシウム
という成分のせいです。酢水につけ、キッチンペーパ
ーなどで水けをふくとかなり防ぐことができます。
　「むかご」をご存知ですか。長芋や自然薯の葉の付
け根にできる１センチほどの茶色の球芽を「零余子」

といいます。香りとコクがあり、ゆでたり炊き込みご
飯にするととてもおいしいです。最近では量も少な
く、なかなか見かけられませんが、行楽の秋、山の方
に出かける折があれば農産物店に寄って探してみるの
もよいでしょう。

（参考文献『からだにおいしい野菜の便利帳』出版社・高橋書
店　監修・板木利隆、『野菜で探す「健康食べ合わせ」手帖―
気になる症状には、この野菜×この食材。この法則が効く! 届
く!』出版社・㈱主婦の友社　著者：松村眞由子）

　【桶川市くらしの会】　
　★桶川市くらしの会では、随時会員募集中です。
　

詳しくは 蜊自治文化課

やまといも

じ  ねんじょ

いた き としたか

まつむら ま　ゆ　こ

む　か　ご

〔材料〕
長芋…………１／２本
小麦粉………大さじ１
ちりめんじゃこ…適量
焼きのり…………適量
醤油………………適量

スタミナ満点で抜群の滋養強壮力

山 の 芋くらしの
ワンポイント

　長芋のいそべ焼き風
〔作り方〕
⒈すりおろした長芋に、

小麦粉とちりめんじゃ
こを混ぜる。

⒉適量をフライパンに落
として両面を焼き、の
りを巻く。食べるとき
は醤油をつける。

　「未来に向かって賢い消費者へ！」をテーマに、
市民活動団体などが日ごろの活動や、研究の成果を発表します。
　当日は、オケちゃんグッズがもらえるスタンプラリークイズも行います。

主　　催▶第14回桶川市消費生活展実行委員会・桶川市
参加団体▶医療生協さいたま、浦和友の会桶川支部、桶川市環境

を考える会、桶川市くらしの会、桶川市食生活改善推
進員協議会、新日本婦人の会

　展　示　
・身近に感じる地球温暖化
・「すこしお生活」にチャレンジ
・今日から家計簿“なんとなく”から“選びとる”生
活へ
・自分でできる減塩！～生活習慣を見直す～
・日本の農業を守れ！
・ごみの分別～エコにつながる～
・電気の安全
・都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト
（小型家電の回収）※市内一般家庭から出る水銀体温
計と丸型蛍光灯、電球、電池の回収も行います。

　販　売　
・産直野菜、卵、三陸の昆布・わかめ、
べに花まんじゅう

　体　験　
・健康チェック（骨密度、血圧、血管年齢、足指力測
定）と看護師による健康相談（300円）
・味噌汁の塩分チェック
・キーホルダー作製（200人限定）

　スタンプラリークイズ　
・スタンプラリー終了者には、オケちゃんメッシュケ
ース（Ａ５サイズ）をプレゼントします（無くなり
次第、配布終了）。
・スタンプラリー終了者のうち先着100人には、埼玉
県産米「彩のかがやき」ご試食（２合）をプレゼン
トします（１世帯１袋まで）。

と　き▶11月11日㈯午前10時～午後３時
ところ▶市民活動サポートセンター、ベニバナウォーク桶川センターコート

詳しくは 蜊自治文化課

第14回桶川市消費生活展を開催します

総
合
消
費
料
金
未
納
？ 

架
空
請
求
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

平
成
30
年
４
月
採
用
予
定
の
技
術
職
員

（
電
気
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

第
１
次
試
験
日
▼
12
月
10
日
㈰

　

試
験
会
場
▼
上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生

組
合
（
小
針
領
家
１
１
６
０
番
地
）

　

職
種
・
採
用
予
定
人
数
▼
技
術
職
・
１

人
程
度

　

受
験
資
格
▼
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和

62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

①
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
、
短
期
大

学
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校
（
年
間
授
業

時
間
数
が
680
時
間
以
上
の
学
校
）
で
、
電

気
の
専
門
課
程
を
専
攻
し
卒
業
し
た
者

（
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者
）

②
①
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

③
電
気
主
任
技
術
者
ま
た
は
電
気
工
事
施

工
管
理
技
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者

（
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
者
）

　

申
込
期
間
▼
持
参
→
11
月
15
日
㈬
〜
22

日
㈬
（
土
・
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

郵
送
→
11
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫
【
消
印
有

効
】

　

そ
の
他
▼
「
受
験
案
内
」
は
、
11
月
１

日
㈬
か
ら
組
合
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生
組

合
総
務
担
当
☎
728
―
６
０
７
１

　

県
民
に
環
境
保
全
な
ど
の
取
組
み
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
環

境
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
▼
12
月
２
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後

４
時

　

と
こ
ろ
▼
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル
※
Ｊ
Ｒ
浦
和

駅
西
口
す
ぐ

　

対
象
▼
小
学
生
と
保
護
者
、
一
般

　

申
込
み
▼
不
要

　

費
用
▼
無
料

　

問
合
せ
蜊
県
環
境
政
策
課
☎
830
―
３
０

１
９

　

県
内
の
環
境
学
習
や
環
境
保
全
活
動
を

促
進
す
る
た
め
、
環
境
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
や
経
験
を
持
つ
人
材
を
県
知
事
が

委
嘱
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
▼
募
集
要
項
な
ど
詳
細
を
県

環
境
政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の

う
え
、
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
応
募
書
類
を

県
環
境
政
策
課
へ
。

　

問
合
せ
蜊
県
環
境
政
策
課
☎
830
―
３
０

１
９

　

桶
川
市
消
防
団
の
特
別
点
検
実
施
に
伴

い
、
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午
前
７
時
に

市
内
全
域
で
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ン
信
号
】

15
秒
吹
鳴
→
６
秒
休
み
→
15
秒
吹
鳴

　

特
別
点
検
は
、
服
装
規
律
点
検
・
機
械

器
具
点
検
・
放
水
訓
練
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
午
前
８
時
か
ら
桶
川
小
学
校
校
庭
で

実
施
し
ま
す
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実

施
）。
市
民
の
皆
さ
ん
も
見
学
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
安
心
安
全
課

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
※
）
」
を
利
用
し
、
様
々
な
手

段
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
防

災
情
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
日
▼
11
月
14
日
㈫
午
前
11
時
頃

※
天
候
・
地
震
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

放
送
内
容
▼

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。
×
３
回

こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。
」

※
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
、
地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か

ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
行
政

無
線
や
防
災
情
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
瞬

時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
安
心
安
全
課

　

と
き
▼
11
月
22
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
12
月
25
日

㈪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
農
業
委
員
会
事
務
局

　

河
川
の
堤
防
の
刈
草
か
ら
作
っ
た
堆
肥

を
配
布
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
12
月
13
日
㈬
《
消
印
有
効
》

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
【
多
数
抽
選
】

　

配
布
期
間
▼
平
成
30
年
１
月
22
日
㈪
〜

２
月
３
日
㈯
を
予
定
※
１
月
28
日
㈰
を
除

く
。

　

そ
の
他
▼

①
配
布
量
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
販
売
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
人
に
は

配
布
で
き
ま
せ
ん
。

③
応
募
の
際
は
、
荒
川
上
流
河
川
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
事
務
所
・
出
張

所
・
市
道
路
河
川
課
に
置
か
れ
て
い
る
応

募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒
川

緑
肥
事
務
局
☎
049
―
246
―
１
０
３
１

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
な
ど
の
不
満
を
持
つ
人
の
た
め

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
人
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
選
ば
れ
た
場
合
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
も
無
料
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
さ
い
た
ま
第
一
検
察
審
査
会

事
務
局
（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
内
）

☎
863
―
８
７
１
４

上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生
組
合
（
地

方
公
共
団
体
）
職
員
を
募
集
し
ま
す

埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

埼
玉
県
環
境
教
育
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
公
募
し
ま
す

「
平
成
29
年
度SAITAM

A

環

境
フ
ェ
ア
＆
こ
ど
も
エ
コ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

第
11
回
農
業
委
員
会
総
会

荒
川
緑
肥
を
無
償
で
配
布
し
ま
す

　本年度も埼玉県共同募金会が中心となり、歳末たすけあい募金運
動が実施されます。社会福祉協議会では、この配分金を受けて生活
援護金を支給しますので、希望する人は申し込みください。
　対　象▶本年度市民税が非課税の世帯（生活保護世帯は除く）
　申込み▶「歳末たすけあい援護事業申込書」に必要事項を記入のう

え、11月17日㈮までに、担当の民生委員または社会福祉協
議会へ提出してください。申込書は、民生委員、社会福祉協
議会で配布しています。※社会福祉協議会へ直接提出する
場合は、市県民税非課税証明書の添付が必要です。

　問合せ 蜊社会福祉協議会☎728-2221

生活援護金を支給します歳末たすけあい募金配分事業

協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ

　何らかの目標を共有し、ともに力を合わせて活動することを「協働」といいます。
市との協働により身近な地域の課題解決に向けて取り組みましょう。
　提案された事業は、桶川市協働審議会での審査を経て採択されれば、協定書を締結
して市と協働で実施されます。さらに採択された事業には補助金を交付します。

提案できる人▶
　市民公益活動団体（ボランティア団体、NPO法人、
自治会などの地域団体、PTA、子ども会など）
※応募資格要件あり。詳細は募集要項を参照ください。
対象事業▶
　団体が自由にテーマを設定する提案（自由提案型）、
市の設定したテーマに対しての提案（テーマ設定型）
のいずれかで、次の①～③すべてを満たすもの。
①市内で行う公益的・社会貢献的な事業であって、市
民公益活動団体と市が一緒に協力・連携して取り組む
ことにより、地域課題または社会的課題の解決が図ら
れる事業 
②提案する団体の目的または通常の活動に沿った事業
③提案する団体と市の役割分担が明確で、双方の責任
において実施される事業で、平成30年４月１日から

平成31年３月31日までの期間に実施・完了する事業
補助額▶１事業あたり上限100万円
※活動歴１年未満の団体は上限10万円
提案書提出期限▶11月１日㈬～12月22日㈮
※提案を希望する団体は、提案書提出前に市民活動サ
ポートセンターに相談してください。
審査▶桶川市協働審議会で書類審査会や口頭説明会を
行い、審査します。
※事業の詳細は、11月１日以降配布予定の募集要項
をご覧ください。募集要項・申請書類は、自治文化
課、市民活動サポートセンター、地域福祉活動センタ
ーに設置します。ホームページからもダウンロードで
きます。
詳しくは 蜊市民活動サポートセンター
　　　　　☎786-2400（月曜休）

市民の皆さんの知恵やノウハウを活かして、市と一緒になって事業を行いませんか。
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Ｏ
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ョ
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
生
命
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
発
生
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
お

よ
び
放
火
火
災
の
防
止
対
策
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

「
３
つ
の
習
慣
」

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
４
つ
の
対
策
」

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

「
放
火
火
災
の
防
止
対
策
」

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か

な
い
。

○
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
の
朝
に
出
す
。

○
空
き
家
や
物
置
に
は
施
錠
す
る
。

○
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
シ
ー
ト
を
掛

け
る
と
き
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
の
悪
質

な
訪
問
販
売
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
の
販
売

や
交
換
を
消
防
署
が
業
者
に
依
頼
は
し
ま

せ
ん
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義
務
化

に
よ
る
罰
則
や
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
不
審
を
感
じ
た
ら
、
消
防
署
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
～
15
日

シリーズ 旧桶川飛行学校⑪ ～守衛棟の復原整備～
　去る平成29年8月7日、市指定文化財である旧飛行学校施設群を昭和18年（1943）当時の姿に復原整
備するための現状変更許可申請を市が教育委員会に申請しました。これに伴い、文化財に関し高い見
識を有する者にて構成される文化財保護審議会での審議を経て、平成29年9月28日、教育委員会より
現状変更許可申請に対する許可がなされました。これにより、保存修理工事が完了した暁には、飛行
学校時代の様相をご披露することになりますが、今回は守衛棟の復原整備要旨について紹介します。
　守衛棟は戦後の若宮寮時代を通じて、幸いにも界壁となる間仕切りが大きく変更されていなかった
ことで、改変箇所が「柱間装置となる建具の変更」や「上床を含む後補内部造作の付加」、更に戦後
の共同住宅用途に供する「後補給排水設備類の付加」などに大方限定されました。復原整備ではこの
調査研究成果を踏まえ、後補の付加物を取り払うと共に柱間装置を旧規に復することを主要骨子とし
ています。また、解体前の守衛棟は破損が著しく、構造強度も著しく不足していたことから、腐朽部

材の取替えを行うほか、
現行基準に合致した構造
補強も併せて実施する計
画となっています。
　これにより、復原され
る守衛棟は、より健全な
状態の建物に整備が成さ
れる予定です。
ものつくり大学横山研究室解体前の破損が著しい守衛棟外観写真 復原整備予定の守衛棟外観パース

かいへき

はしらま

きゅうき

ふきゅう

あげどこ こう ほ ない ぶ ぞうさく

　11月19日㈰、老人福祉セン
ターは、事業（ふれあい囲碁
大会）実施のため、臨時休館
となります。
問合せ 蜊老人福祉センター
　　　　☎728-1122

「ワークライフバランス」というフレーズを聞く機会も多くなったのではないでしょうか。「多様な
働き方実践企業」を目指すことで、働きやすい職場づくりを目指してみませんか。

 ●「多様な働き方実践企業」認定制度って何？
　従業員の仕事と子育てなどの両立を支援し、男女がともにいきいきと働ける職場環境づくりをしている企業を、
県が認定するものです。平成29年９月末日現在、認定された企業・事業所数は2,316社になります。

 ●認定のメリットは何？
　企業の皆さんに役立つ情報の提供や次のとおり、様々な特典があります。
【認定の特典】
①認定証などの交付▶
　認定証と楯、シンボルマーク入りステッカーが交付されます。シンボルマークは電子データ（当記事右上）で
も提供されるので、名刺やホームページなどで会社のイメージアップに活用できます。
②求人面でのPR▶
　子育て期でも働きやすい会社として、求人の際にもアピールすることができます。県のホームページでも紹介
されます。
③中小企業制度融資▶
　低利の県制度融資「事業資金・働き方改革企業優遇貸付」を活用することができます（別途審査あり）。

 ●認定の基準は？
　次の認定基準のうち、２つ以上に該当する企業などが認定されます。
　なお、認定基準のうち、２つ以上に該当する場合は「シルバー」、４つ以上に該当する場合は「ゴールド」、
すべてに該当する場合は「プラチナ」、という
ように、認定基準の該当数によって「認定区
分」が設けられています。また、男性の働き方
の見直しにも取り組んでいる企業などについて
は、認定区分と合わせてプラス評価されます。
【認定基準】
①女性が多様な働き方を選べる企業
②育児・介護休業法を上回る短時間勤務制度
（育児または介護）などが職場に定着している
企業
③出産した女性が現に働き続けている企業
④女性管理職が活躍している企業
⑤男性従業員の子育て支援などを積極的に行っ
ている企業
⑥取り組み姿勢を明確にしている企業

 ●申請の方法は？
　県ホームページから認定申請書をダウンロー
ドし、必要事項を記入のうえ申請します。申請
先は、県ウーマノミクス課（さいたま市浦和区
高砂３－15－１、☎830－3963）または、企業
などの所在地が桶川市の場合は県央地域振興セ
ンター（上尾市南２３９－１、☎777－1110）
となります。

問合せ 蜊県ウーマノミクス課

『多様な働き方実践企業』認定制度のご案内

認定区分・評価 企業・事業所名
1 ゴールド 三国コカ・コーラボトリング株式会社
2 シルバー 桶川市商工会
3 シルバー 社会福祉法人　明和会　べに花の郷
4 ゴールド 株式会社訪問看護ステーション　みやび
5 シルバー 株式会社ユニテック
6 シルバー 公益財団法人　桶川市施設管理公社
7 シルバー 医療法人　壽照会　大谷記念病院
8 シルバー 社会福祉法人　翠陽会　カオルキッズランド保育園
9 ゴールド 株式会社ユニマットそよ風  桶川ケアセンターそよ風
10 ゴールド 日立金属ＭＭＣスーパーアロイ株式会社
11 ゴールド 株式会社シーエックスカーゴ
12 ゴールド 医療法人　誠昇会　プラムの里診療所
13 ゴールド 関東食糧株式会社
14 ゴールド 小規模保育園　バンビーナ桶川ビュータワー園
15 ゴールド 社会福祉法人  安誠福祉会  軽費老人ホーム  安らぎの里
16 ゴールド 社会福祉法人  安誠福祉会  介護老人福祉施設  はにわの里
17 ゴールド 社会福祉法人  安誠福祉会  介護老人保健施設  ルーエハイム
18 ゴールド 株式会社コープネットフーズ
19 ゴールド 社会福祉法人　緑風会　花ノ木の郷
20 シルバー 社会福祉法人　一寿会　おけがわ寿苑
21 シルバー 学校法人　尾沢学園　桶川ときわこども園
22 ゴールド 医療法人社団　健賛会　桶川腎クリニック
23 プラチナ＋ 桶川市役所
24 シルバー 社会福祉法人　桶川市社会福祉協議会
25 ゴールド 株式会社ハイビー
※県発行「『多様な働き方実践企業』認定企業一覧」より作成
※平成29年9月末日現在　　※認定順

市内認定企業一覧

2021 2017.11 2017. 11



報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
入
れ
に
よ

り
多
重
債
務
で
お
困
り
の
人
に
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
面
接
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
桶
川
会
場
】

　

と
き
▼
11
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

　

予
約
受
付
▼
11
月
１
日
㈬
〜
22
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
に
予
約
専
用
電
話
☎
863
―
２
８
６

０
へ
。
※
桶
川
会
場
の
予
約
受
付
は
、
17

日
㈮
ま
で
。

　

そ
の
他
▼
期
間
中
、
桶
川
市
以
外
で
も

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
秘
書
広
報
課
ま
た
は
県
消

費
生
活
課
☎
830
―
２
９
３
５

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）
、
傷

病
者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送

法
、
実
技
・
筆
記
試
験

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
12
月
16
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８
―
１
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
消
防
本
部
発

行
の
受
講
証
明
書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
画
面
提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受
講

時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
11
月
15
日
㈬
〜
12

月
９
日
㈯
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
鴻
巣

天
神
分
署
（
住
所
：
鴻
巣
市
天
神
１
―
１

―
28
、
☎
048
―
540
―
０
１
１
９
）
ま
た
は

鴻
巣
西
分
署
（
住
所
：
鴻
巣
市
滝
馬
室
１

１
３
９
―
１
、
☎
048
―
544
―
０
１
１
９
）

へ
。

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
７
（
11
月
15
日
～
23
日
）

上
級
救
命
講
習

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

11月 ●桶川市役所・桶川市教育委員会／☎786-3211(代表)  薨786-9866
●社会福祉協議会／☎728-2221  薨728-2313

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問合せ

法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

10日㈮・17日㈮・24日㈮
14：00 〜 17：00
18 日㈯ ９：00 〜 12：00
12 月 1日㈮・8日㈮・15日㈮・
22日㈮ 14：00 〜 17：00
16 日㈯ ９：00 〜 12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

９日㈭※次回は 12 月 14日㈭
13：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

1日㈬　※次回は 12 月 4日㈪
13：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制）税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての
相談

22日㈬
13：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

18日㈯
９：00 〜 12：00

仮設庁舎 201 会議室
電話でも可　☎ 786-3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣
問題についての相談

22日㈬
10：00 〜 12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行政相談
委　　員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

10日㈮　※次回は 12 月 8日㈮
10：00 〜 12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職　　員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通☎ 786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 13日㈪・27日㈪

10：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめな
どの日常生活でお困りのことの相談

14日㈫
９：00 〜 12：00

地域福祉活動センター
3階

内 職 相 談 内 職 相
談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00〜15：00（12：00〜13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
10：00〜15：30（12：00〜13：00を除く）

仮設庁舎 2階
電話でも可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00 〜 16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可　直通☎777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調整

して決定
児童発達支援センター
分室☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９：15 〜 16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00 〜 15：00

地域福祉活動センター
直通☎728-236９ 社会福祉協議会

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

対前年平成28年
8 月末

平成29年
8 月末 同月比

輝いて　ここにいますと　反射材

－26件

１人

－30人

（毎年１月からの累計）

件 数

死 者 数

負傷者数

190件

0 人

232人

164件

１人

202人
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申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）
☎786-1855／ 786-0096Health Station 健 康

ステーション
Health Station

健康増進課
（保健センター内）

☎786-1855
　786-0096

旧
中
仙
道

桶
川
駅

交
番

駅
西
口
公
園市

民
ホ
ー
ル

桶川駅
入口
交差点

北1丁目
交差点

総合福祉センター
入口交差点

東中

至北本

至上尾

桶川中
郵便局

国
道
17
号
線

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

種　別 と　き ところ 受付時間 内　　　　容

４か月児健診 11月10日㈮ 保健　　
センター １３：１５～１４：１０

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
　　　母子健康手帳、健診票

７か月児・
10か月児相談

〈高崎線東側〉
11月 7 日㈫
12月 5 日㈫

母子健康
センター

9：３０～１０：３０

保健師による身体観察、身体計測、育児相談、
栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と10か月児です。
　高崎線を挟んで、東側は母子健康センター、
　西側は保健センターで行います。
　その他、電話でご相談ください。
　　　母子健康手帳

〈高崎線西側〉
11月13日㈪
12月11日㈪

保健　　
センター

１歳６か月児健診
（個別通知あり） 11月22日㈬ 母子健康

センター １３：１５～１４：１０
内科・歯科診察、歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
　　　母子健康手帳、問診票

３歳３か月児健診
（個別通知あり） 11月17日㈮ 保健　　

センター １３：１５～１４：１０
内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食
相談、発達・心理相談
　　　母子健康手帳、問診票

フッ素塗布 11月27日㈪ 保健　　
センター

1 回目
13：30 ～ 14：00
2 回目以降
14：００～１４：３０

１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗布します。
　　　母子健康手帳
問合せ蜉口腔保健センター（北足立歯科医師会）
　　　　 ☎048－596－0275

種　別 と　き ところ 受付時間 対象者および内容

お立ち寄り
健康相談

11月14日㈫ 保健センター ９：30 ～１1：0０

　　成人
　　血圧測定、生活習慣病予防・バ
　　ランスの良い食事のとり方など
　　の相談
※気軽にお立ち寄りください！
※奇数月の開催になります。

種　別 と　き ところ 受付時間 対象者および内容 定員

マタニティ
クラス

《要予約》

1 月11日㈭
14 ：00 ～ 16：00

保
健
セ
ン
タ
ー

13：45～14：00

妊娠16～32週の妊婦
プレママカフェ：お茶を飲みながら交
流会、妊娠中の栄養のとり方などの話
　　　母子健康手帳、筆記用具

20人

1 月22日㈪
13 ：30 ～ 16：00 １３：１５～13：30

妊娠20～35週の妊婦（夫も可）
出産準備クラス：妊娠経過から出産の
話、安産体操、交流会
　　　母子健康手帳、筆記用具

15人

パパママ体験
クラス

《要予約》

11月11日㈯
12月 2 日㈯

１0 ：00 ～ 12：00
９：45～１０：00

妊娠24～36週の妊婦と夫
（祖父母になられる方歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、育児について
　　　母子健康手帳、筆記用具

９組

赤ちゃん
サロン

11月 2 日㈭
12月 7 日㈭

１0 ：00 ～ 12：00
10：00～11：00

２～６か月児と保護者
ママ達の仲間づくり、交流の場として
ご利用ください。
　　　母子健康手帳

なし

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

注１） 母子健康相談については、実施日の１週間前までに電話で申し込みください。また、効果的に参加していただ
くため、対象となる乳児以外の小さなお子さんを連れての参加はご遠慮ください。

注２）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ・調乳用のお湯などは、各自で持参してください。

※保健センターの駐車場は数に限りがありますので、ご了承ください。

対象
内容

こどもの
健康診査

母子健康
相 談

おとなの
健康相談

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰



申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）
☎786-1855／ 786-0096Health Station 健 康

ステーション
Health Station

健康増進課
（保健センター内）

☎786-1855
　786-0096

旧
中
仙
道

桶
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駅

交
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口
公
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民
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申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）
☎786-1855／ 786-0096Health Station 健 康

ステーション
Health Station

健康増進課
（保健センター内）

☎786-1855
　786-0096
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染

性
胃
腸
炎
は
、
冬
場
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
手
洗
い
が
重
要
で
す
。

帰
宅
後
、
ト
イ
レ
の
後
、
食
品
を
調
理
す

る
前
、
食
事
の
前
に
は
必
ず
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。
石
け
ん
を
よ
く
泡
立
て
て
洗
い
、

流
水
で
十
分
に
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。
こ

れ
を
2
回
繰
り
返
す
「
2
度
洗
い
」
が
大

変
効
果
的
で
す
。

　

そ
の
他
、
次
の
点
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
食
品
を
し
っ
か
り
加
熱

　

食
品
は
中
心
温
度
85
℃
〜
90
℃
で
90
秒

間
以
上
加
熱
す
る
。

　

特
に
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

生
で
食
べ
る
こ
と
を
控
え
、
調
理
の
際
は

ド
リ
ッ
プ
や
は
ね
水
で
他
の
食
品
が
汚
染

さ
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

○
清
掃
と
消
毒
を
徹
底

　

調
理
器
具
は
よ
く
洗
っ
て
か
ら
、
熱
湯

な
ど
で
消
毒
す
る
。

　

ト
イ
レ
は
こ
ま
め
に
清
掃
、
消
毒
し
て

清
潔
に
保
つ
。

※
お
う
吐
物
や
下
痢
便
の
処
理
に
注
意

　

感
染
し
た
人
の
お
う
吐
物
や
便
に
は
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。
使
い
捨
て

の
マ
ス
ク
と
手
袋
を
着
用
し
、
周
り
に
広

げ
な
い
よ
う
ぞ
う
き
ん
や
タ
オ
ル
な
ど
で

汚
物
を
し
っ
か
り
ふ
き
と
っ
た
後
、
塩
素

系
消
毒
剤
を
用
い
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

処
理
後
は
手
洗
い
、
う
が
い
を
よ
く

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
鴻
巣
保
健
所
☎
048
―
541
―

0

2
4

9

乳がんの自己検診方法
　乳がんは体の表面近くに発生するため自分でも見つけることができま
す。月経終了後の乳房が柔らかい状態の時を目安に行いましょう。閉経後
の人は毎月の誕生日など、月1回の日を決めておきましょう。

乳房を鏡で注意深く見る

せっけんを体につけながら触る

あおむけに寝て触る／乳頭を調べる

両手をあげたり、腰に手をあてたり

指をそろえて
軽く押しながら
渦巻き状に

乳頭をつまんでざぶとんを敷いて、腕をあげながら

皮膚の
ひきつれ

くぼみ

腫れ

赤み

しこり

異常な
分泌物

これ以外にも、人によって
さまざまな変化があります。

たとえば・・・
こんな変化は
ないですか？

乳　　房

乳　　頭

集団女性がん検診
追加実施のお知らせ

対　象▶市内在住の女性で次
の年齢の人

 子宮がん⇨20歳以上
 乳 が ん⇨40歳以上
 ※平成28年・29年度

受診者は対象外
と　き▶12月4日㈪・12日㈫
ところ▶保健センター
費　用▶各検診800円
定　員▶子宮がん検診120人、

乳がん検診140人
 【先着順、定員にな

り次第終了】
申込み▶11月21日㈫午前 9 時

から、直接または電
話で、健康増進課へ。

　

と
き
▼
11
月
22
日
㈬
午
前
8
時
に
城
山

公
園
管
理
事
務
所
集
合
、
正
午
頃
解
散
予

定
（
小
雨
決
行
）

　

コ
ー
ス
▼
城
山
公
園
〜
太
郎
右
衛
門
橋

〜
平
成
の
森
記
念
公
園
（
川
島
町
）
〜
太

郎
右
衛
門
橋
〜
城
山
公
園

　

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
雨
具
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
適
し
た
服
装
、
履
き
な
れ
た
靴

　

費
用
▼
100
円
（
保
険
代
）
※
当
日
集
金

し
ま
す
。

　

定
員
▼
市
民
30
人
【
先
着
順
】

　

主
催
▼
桶
川
市
健
康
づ
く
り
市
民
会
議

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会

　

申
込
み
▼
11
月
1
日
㈬
〜
13
日
㈪
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
、
健
康
増
進
課
へ
。

※
持
病
の
あ
る
人
は
、
主
治
医
に
相
談
の

う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
と
っ
て
お
き
の
メ

ニ
ュ
ー
を
教
え
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
22
日
㈬
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時

　

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

　

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

　

定
員
▼
25
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
500
円
（
保
険
代
）
※
材
料
費
一

部
負
担

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
ふ
き
ん
、
手
拭
き
タ
オ
ル

　

主
催
▼
桶
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会

　

申
込
み
▼
11
月
1
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
健
康
増
進
課
へ
。

桶川泉店
ドラックストア

24 時間営業中

年中無休
〒363-0021 桶川市泉1-8-6

TEL048-789-2115

Let's

ト
ラ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
平
成
の
森
記
念
公
園
約
8
㎞
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
予
防
の
た
め
に
手
洗

い
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
！

20

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
主
催

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

減
塩
推
進
！
料
理
教
室

11月の献血
種　類 全血献血（200ml・400ml）
と　き 11月 3 日（金・祝） 11月16日㈭
ところ 桶川小学校（桶川市民まつり会場） 市役所分庁舎

時　間 午前9時30分～午後3時30分 午前10時～11時45分
午後1時～4時

主　催 桶川ロータリークラブ 桶川市献血推進協議会

対　象
※16～64歳の健康な人
400mlは男性17歳以上、女性18歳以上
60～64歳に献血したことのある人は69歳まで可能です。

献血にご協力いた
だいた人には、
オケちゃんグッズ
をプレゼントする
べに♪

※献血会場では、受付時に、運転免許、パスポート、健康保険証などで、本人確認をさせていただいています。
※11月3日（金・祝）の献血会場（桶川小学校）では、骨髄バンクのドナー登録会を併行実施します。ドナー登録は、
約2mlの採血で済みます。適合するドナーを待ち望む患者にとって、皆さまの登録が大きな希望となります。

今年最後の
チャンスです

　

さ
あ
出
か
け
よ
う
、
と
い
う
時
に
「
イ

テ
テ
。」
お
な
か
を
押
さ
え
て
ト
イ
レ
に

走
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
し

た
ら
、
そ
れ
は
過か

び
ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

敏
性
腸
症
候
群
と
い
う

病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
が

半
年
以
上
前
か
ら
週
に
１
回
は
あ
る
。
そ

れ
が
も
う
３
か
月
は
続
い
て
い
る
。
下げ

痢り

も
あ
る
け
ど
、
そ
う
で
も
な
い
こ
と
も
。

あ
る
調
査
で
は
、
中
高
生
の
約
５
人
に
１

人
に
こ
ん
な
症

し
ょ
う
じ
ょ
う

状
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

お
医
者
さ
ん
に
行
け
ば
、
す
ぐ
に
良
く

な
り
、
す
べ
て
解
決
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。そ
れ
は
、

診
察
し
て
も
、
血
液
検
査
を
し
て
も
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
も
、
人
に
よ
っ
て
は

お
し
り
か
ら
細
い
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
腸
を

み
る
検
査
を
し
て
も
、全
く
異
常
が
な
く
、

原
因
が
わ
か
ら
な
い
の
が
こ
の
病
気
だ
か

ら
で
す
。「『
異
常
な
し
』
な
ん
だ
か
ら
、

大
丈
夫
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
学
校
行
き
な

さ
い
。
が
ん
ば
っ
て
会
社
行
き
な
さ
い
。」

な
ん
て
家
族
の
人
か
ら
言
わ
れ
て
、
で
も

お
な
か
が
痛
く
て
、
動
け
な
い
。
ト
イ
レ

か
ら
出
ら
れ
な
い
。
分
か
っ
て
も
ら
え
な

い
。
確
か
に
急
に
命
に
か
か
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
人
の
生
活
の
質
を

と
て
も
落
と
し
て
、
本
人
は
と
て
も
つ
ら

い
思
い
を
し
ま
す
。

　

実
は
こ
の
病
気
に
は
ス
ト
レ
ス
や
気
持

ち
の
問
題
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
頭
と
お
な
か
は
つ
な

が
っ
て
い
て
、
気
持
ち
が
不
安
定
だ
と
、

お
な
か
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
急
に
動
い
た
り
、
全

く
動
か
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
す
る
と

今
度
は
お
な
か
か
ら
頭
に
信
号
が
行
っ

て
、
イ
タ
イ
痛
い
と
な
る
わ
け
で
す
。
最

近
で
は
、
腸ち

ょ
う
な
い
さ
い
き
ん

内
細
菌
つ
ま
り
、
お
な
か
の

中
の
良
い
菌
と
悪
い
菌
の
バ
ラ
ン
ス
が
く

ず
れ
て
い
る
こ
と
も
関
連
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
時
期
が
過
ぎ
た
り
、

気
持
ち
の
問
題
が
落
ち
着
い
た
り
す
る

と
自
然
に
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、症
状
を
良
く
す
る
薬
が
あ
り
ま
す
し
、

そ
し
て
何
よ
り
も
周
り
の
人
た
ち
に
理
解

し
て
も
え
る
と
、
ご
本
人
の
気
持
ち
が
救

わ
れ
ま
す
。
一
度
ご
相
談
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【（
一
社
）
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
】

過
敏
性
腸
症
候
群

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････



報
情
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の
響

題
話
の
ち
ま
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民
市
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し
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す
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健
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ス
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ン

情
報
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ョ
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に
D
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す
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報
情
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の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
D
O
で
す
か
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おけがわイベント
情報局

雨漏り補修や屋根葺き替え　外壁塗装　水まわりリフォーム　オール電化
埼玉県知事許可（般-28) 第70296号

国土交通省エコリフォーム登録事業者　  一般社団法人住宅リフォーム推進サポート協繕会会員
〒363-0008　埼玉県桶川市坂田548-3

048-871-9757
http://www.unityco.info/

048-871-9492

株式会社ユニティー
TEL FAX
URL 桶川市　ユニティー 検索

第
4
回
市
民
活
動
セ
ミ
ナ
ー

い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

市民活動サポートセンター☎786‐2400（月曜休館）
生涯学習文化財課☎786‐3211（代表）、市立図書館☎771‐0303

平成30年度中学校新入学セール 12月１日㈮～翌年２月末頃
12月1日㈮より予約・採寸開始
※採寸は後日で構いません。

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････ ････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

オケちゃん駅伝競走大会
参 加 チ ー ム 募 集

 詳しくは蜉スポーツ振興課
　今年も対象を小学生に限定して開催します。城山公園内を走
る周回コースで、駅伝が初めての人も安心です。クラスの友だ
ちや少年団の友だちを誘って、奮って参加してください。

と　き▶平成30年２月11日㈰
ところ▶城山公園内周回コース
　　　受付：午前８時から　　　　　　　 開会式：午前８時30分から
　　　競技スタート：午前９時10分から 閉会式：午後０時30分から（予定）

部門および距離▶

チーム編成▶監督および１チーム５人
　　　　　　※監督は大人の人（保護者・教諭・団長など）にお願いします。
参　加　費▶１チーム500円（保険代など）
表　　　彰▶各部門１位から３位までに、賞状およびメダルを授与します。
　　　　　　部門別最高記録賞には後日、賞状およびメダルを授与します。
主　　　催▶オケちゃん駅伝競走大会実行委員会
申　込　み▶12月４日㈪～平成30年１月12日㈮（ただし、土・日・祝日および12月29日～平成30

年１月３日を除く）に、スポーツ振興課へ、参加申込書に記入のうえ、参加費を添えて
申し込みください。なお、参加申込書・同意書はスポーツ振興課、サン・アリーナにあ
ります。※ホームページからダウンロードできます。

 同意書は平成30年２月５日㈪までに、スポーツ振興課へ提出してください。
 ※申込多数の場合は主催者によって調整します。
 ※ナンバーカードおよびタスキは主催者側で用意し、当日受付でお渡しします。

※男子の部に女子の参加は可。女子の部に男子の参加は不可。
※上の学年の部門への参加は可。下の学年の部門への参加は不可。

部　　　　　門 距　　離 募集チーム

【１部】小学生１・２年生　の部
800ｍ×5

各10チーム

【２部】小学生３年生　の部
【３部】小学生４年生　の部

　1,200ｍ×5
【４部】小学生５年生　男子の部
【５部】小学生５年生　女子の部
【６部】小学生６年生　男子の部
【７部】小学生６年生　女子の部

第４回
音
訳
者
養
成
講
座　
中
級

桶
川
市
立
集
会
所
作
品
展（
入
場
無
料
）

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

　

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
。
で

も
、
ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
…
。』
そ
の
よ
う
な
方
を
対
象
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
地
域

で
活
動
す
る
団
体
と
の
情
報
交
換
を
行
う

内
容
で
す
。

　

講
座
終
了
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

制
度
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い

る
団
体
を
紹
介
し
、
あ
な
た
が
最
初
の
一

歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
29
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
（
予
定
）

　

と
こ
ろ
▼
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

定
員
▼
25
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

主
催
▼
桶
川
市
、
公
益
財
団
法
人
い
き

い
き
埼
玉

　

共
催
▼
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

申
込
み
▼
11
月
28
日
㈫
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
。（
受
付
時
間
：
午
前
10
時
〜
午

後
5
時
※
月
曜
日
休
館
）

　

詳
し
く
は
蜊
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
に
対
し

て
、
対
面
で
本
を
読
み
上
げ
た
り
（
対
面

朗
読
）、
録
音
資
料
を
製
作
し
た
り
す
る
、

音
訳
者
の
養
成
講
座
で
す
。
初
級
講
座
を

受
講
し
た
方
や
、
音
訳
の
活
動
経
験
が
あ

る
方
で
、
受
講
後
に
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

　

と
き
▼
12
月
13
日
〜
平
成
30
年
2
月
28

日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
6
回
）
午
後
2
時

〜
4
時

※
12
月
20
日
〜
平
成
30
年
1
月
3
日
、
2

月
7
日
・
21
日
を
除
く
。

　

と
こ
ろ
▼
駅
西
口
図
書
館

　

定
員
▼
20
人
【
定
員
を
超
え
た
場
合
は

活
動
可
能
時
間
な
ど
で
選
考
】

　

条
件
▼
全
講
座
に
出
席
し
、
受
講
後
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属
し
て
無
償
で

音
訳
の
活
動
が
で
き
る
人
。
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
駅
西
口
図
書
館
、
川
田
谷

分
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
▼
齊
藤
禮
子
さ
ん
（
県
立
久
喜
図

書
館　

音
訳
者
・
デ
イ
ジ
ー
編
集
者
）

　

申
込
み
▼
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
11
月
1
日
㈬
〜
30
日
㈭
に
、

直
接
、
駅
西
口
図
書
館
ま
た
は
川
田
谷
分

室
へ
。

　

詳
し
く
は
蜊
市
立
図
書
館

　

桶
川
集
会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
）

と
加
納
集
会
所
（
パ
ル
レ
）

で
実
施
し
て
い
る
文
化
講
座

（
書
道
教
室
、
編
物
教
室
、
デ

コ
パ
ー
ジ
ュ
教
室
）
の
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
▼
12
月
2
日
㈯
午
前

9
時
〜
午
後
3
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
集
会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
／

若
宮
1
―
7
―
21
）

　

詳
し
く
は
蜊
生
涯
学
習
文
化
財
課

　

こ
の
大
会
は
、
未
来
を
担
う
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を
目
指
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
三
者
が
一
体
と
な

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
よ
り
一

層
の
充
実
と
発
展
を
願
っ
て
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　

内
容
▼
①
市
民
会
議
表
彰

②
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
朗
読

③
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
展
示

④
非
行
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

⑤
講
演

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

い
ま
親
が
で
き
る
こ
と
」

　

と
き
▼
11
月
18
日
㈯
午
後
1
時
〜
3
時

30
分

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

費
用
▼
無
料

　

主
催
▼
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議

　

共
催
▼
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議

　

問
合
せ
蜊
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市

民
会
議
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化
財
課
）

講師：清水克彦さん
（政治・
教育ジャーナリスト）

スポーツ振興課☎786‐3211（代表）
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県
指
定
史
跡
で
あ
る「
伊
奈
氏
屋
敷
跡
」

は
散
策
路
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
郷
土
資

料
館
で
は
現
在
、
桶
川
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
遺
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
伊
奈
町
の
歴
史
的
遺
産
を
訪
ね

学
ぶ
こ
と
を
と
お
し
て
、
桶
川
の
歴
史
的

遺
産
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
26
日
㈰
午
前
8
時
30
分
桶

川
駅
東
口
け
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
停
留
場
集
合

〜
午
後
1
時
解
散
予
定 

※
小
雨
決
行

　

見
学
場
所
▼
伊
奈
屋
敷
跡
、
願
成
寺
、

伊
奈
町
立
郷
土
資
料
館

　

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

　

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
50
円
（
保
険
代
）

※
交
通
費
（
バ
ス
、
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
）

は
各
自
負
担

　

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
雨
具
、
散
策
に
適

し
た
服
装

　

講
師
▼
伊
奈
町
教
育
委
員
会
職
員

　

申
込
み
▼
11
月
5
日
㈰
〜
19
日
㈰
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
川
田
谷
公
民
館
へ
。

　

詳
し
く
は
蜊
川
田
谷
公
民
館

　

市
の
西
部
、
川
田
谷
地
区
は
東
叡
山
泉

福
寺
を
中
心
と
し
て
豊
か
な
仏
教
文
化
が

栄
え
て
い
ま
し
た
。
新
御
堂
の
「
木
造
十

一
面
観
音
菩
薩
立
像
並
び
に
脇
侍
像
」
は
、

薬
師
堂
地
区
の
人
々
が
信
仰
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
平
安
時
代
か
ら
伝

え
ら
れ
た
こ
の
仏
像
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
市

指
定
文
化
財
と
し
て
歴
史
民
俗
資
料
館
に

保
管
し
て
い
ま
す
。

　

公
開
期
間
▼

11
月
3
日
（
金
・

祝
）
〜
12
日
㈰

《
資
料
解
説
講
座
》

「
桶
川
市
の
文
化
財
保
護
行
政
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

―
近
年
の
事
例
か
ら
―
」

　

と
き
▼
11
月
12
日
㈰
午
後
2
時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

定
員
▼
20
人

　

費
用
▼
無
料

　

講
師
▼
生
涯
学
習
文
化
財
課
職
員

　

申
込
み
▼
11
月
2
日
㈭
〜
11
日
㈯
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
。

　

詳
し
く
は
蜊
歴
史
民
俗
資
料
館

　

都
市
化
の
進
む
桶
川
市
で
す
が
、
今
な

お
、
長
い
伝
統
を
伝
え
る
民
俗
芸
能
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」「
万
作
」「
餅
つ
き

踊
り
」
そ
し
て
「
神
楽
」。
今
回
の
企
画

展
で
は
、
こ
れ
ら
の
芸
能
で
用
い
ら
れ
る

道
具
や
衣
装
を
展
示
し
ま
す
。
道
具
の
姿

は
長
い
芸
能
の
歴
史
を
伝
え
、
そ
の
デ
ザ

イ
ン
は
晴
れ
の
日
に
舞
い
踊
る
人
々
の
心

意
気
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
期
間
▼
12
月
2
日
㈯
〜
平
成
30
年

2
月
18
日
㈰

《
資
料
解
説
講
座
》

「
サ
サ
ラ
の
系
譜
と
若
者
を
め
ぐ
る
芸
能
」

　

と
き
▼
平
成
30
年
1
月
21
日
㈰
午
後
2

時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

定
員
▼
40
人

　

講
師
▼
関 

孝
夫
さ
ん（
上
尾
市
教
育
委

員
会
・
日
本
民
俗
学
会
会
員
）、橋
本
富
夫

さ
ん
（
日
本
民
俗
学
会
会
員
）

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
12
月
5
日
㈫
〜
平
成
30
年
1

月
17
日
㈬
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
歴
史

民
俗
資
料
館
へ
。

《
特
別
公
演
》

「
里
神
楽
」

　

と
き
▼
平
成
30
年
2
月
17
日
㈯
午
後
2

時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

費
用
▼
無
料

　

公
演
団
体
▼
竹
間
沢
神
楽
前
田
社
中

（
三
芳
町
）　　

申
込
み
▼
不
要

　

詳
し
く
は
蜊
歴
史
民
俗
資
料
館

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

加納公民館☎728‐1040（月曜休館）
川田谷公民館☎786‐4033（月曜休館）

川田谷公民館☎786‐4033（月曜休館）
歴史民俗資料館☎786‐4030（月曜休館）

　

透
明
で
キ
ラ
キ
ラ
な
ジ
ェ
ル
の
中
に
、

カ
ラ
ー
サ
ン
ド
や
雑
貨
を
使
っ
て
小
さ
な

ク
リ
ス
マ
ス
を
つ
く
り
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
24
日
㈮
午
後
1
時
〜
4
時

30
分

　

と
こ
ろ
▼
加
納
公
民
館

　

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

　

定
員
▼
12
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
2
，
0
0
0
円
（
材
料
費
）

　

持
ち
物
▼
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
ま
た
は

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
ボ
ン

ド
な
ど

　

講
師
▼
増
山
和
美
さ
ん

　

そ
の
他
▼
ジ
ェ
ル
が
固
ま
る
ま
で
の
間

に
、
ミ
ニ
リ
ー
ス
を
作
成
し
ま
す
。
通
常

の
講
座
よ
り
長
時
間
と
な
り
ま
す
。
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
▼
11
月
2
日
㈭
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
で
、
加
納
公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
加
納
公
民
館

　

し
め
縄
と
雑
貨
＆

あ
な
た
の
セ
ン
ス
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
め

飾
り
を
作
り
ま
す
。

「
世
界
に
ひ
と
つ
し
か

な
い
し
め
飾
り
」
で
、
新
し
い
年
を
迎
え

る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
‼

　

と
き
▼
12
月
19
日
㈫
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

　

と
こ
ろ
▼
加
納
公
民
館

　

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

　

定
員
▼
16
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
1
，
2
0
0
円
（
材
料
費
）

　

持
ち
物
▼
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
ま
た
は

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
ペ
ン

チ
、
ボ
ン
ド
な
ど

　

講
師
▼
増
山
和
美
さ
ん

　

申
込
み
▼
11
月
15
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
で
、
加
納
公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
加
納
公
民
館

　

古
き
良
き
映
画
を
16
㎜
フ
ィ
ル
ム
で
鑑

賞
し
ま
す
。

　

上
映
作
品
▼
「
イ
タ
ズ　

熊
」

1
9
8
7
年
制
作
（
監
督
：
後
藤
俊
夫

／
出
演
：
田
村
高
廣
、
桜
田
淳
子
、
辰
巳

柳
太
郎
）

※
第
42
回
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
・
日
本

映
画
優
秀
賞
（
1
9
8
7
年
）　

　

と
き
▼
11
月
18
日
㈯
午
後
6
時
か
ら

（
午
後
5
時
30
分
受
付
）

　

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

定
員
▼
50
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
不
要

　

詳
し
く
は
蜊
川
田
谷
公
民
館

加
納
公
民
館

ア
レ
ン
ジ
し
め
飾
り
講
座

川
田
谷
公
民
館

な
つ
か
し
い
名
作
映
画
を
観
る
会
Ⅷ

加納公民館リニューアルオープン記念
座談会『雑木林を考える』
 〜その過去・現在・そして未来〜

川
田
谷
公
民
館

歴
史
的
遺
産
探
訪
講
座

「
伊
奈
町
の
歴
史
的
遺
産
を
訪
ね
る
」

市
指
定
文
化
財
特
別
公
開

『
木
造
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
並
び

に
脇
侍
像
』

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示

『
芸
能
の
道
具
立
て

　
―
民
俗
芸
能
の
デ
ザ
イ
ン
―
』

　美しい紅葉、黄葉、そして落葉…。私た
ちの暮らしの中に活きる雑木林。人との関
わりの深い雑木林の「これまで」を明らか
にし、「いま」を見つめるとともに、「これ
から」に向けて皆さんで考えていきましょう。
と　き▶11月25日㈯午後1時15分から
 （午後 1 時開場）
ところ▶加納公民館
対　象▶どなたでも（市外の人も可）
定　員▶100人※当日受け付け
費　用▶無料
持ち物▶スリッパ
講　師▶堂本泰章さん
 （公益財団法人埼

玉県生態系保護協
会事務局長）

演　題▶桶川における雑木林のあり方。
 ～「これまで」そして「これから」～
※パネルディスカッションを実施します。
共　催▶桶川地域文化研究会、桶川炭の会、

桶川みどりの会、NPO法人 北本 
雑木林の会

詳しくは蜉加納公民館

加
納
公
民
館

ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
講
座
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日出谷子育て支援センター☎789‐2581
駅前子育て支援センター☎774‐9979

　

内
容
▼

①
子
ど
も
に
使
っ
て
良
い
薬
と
悪
い
薬

②
薬
の
効
く
人
効
か
な
い
人

③
妊
婦
や
授
乳
中
の
お
母
さ
ん
は
薬
を
飲

め
な
い
の
？

④
ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
の
活
用
法

⑤
簡
単
な
ハ
ー
ブ
ク
ラ
フ
ト
作
り

　

と
き
▼
12
月
9
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

　

と
こ
ろ
▼
児
童
館

　

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

　

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
】

※
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

講
師
▼
齋
藤
博
さ
ん
（
日
本
薬
科
大
学

准
教
授
・
薬
剤
師
）
、
齋
藤
麻
衣
子
さ
ん

（
薬
剤
師
、
A
E
A
J
認
定
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
J
A
M
H

A
認
定　

ハ
ー
バ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

　

託
児
▼
1
〜
3
歳
の
子
ど
も
若
干
名

【
先
着
順
】

　

申
込
み
▼
11
月
6
日
㈪
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
保
育
課
へ
。

　

詳
し
く
は
蜊
保
育
課

　

内
容
▼
給
食
試
食
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
給
食
を
親
子
で
食
べ
て
み
よ
う
」、
食

育
講
話
、
保
育
所
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に

リ
ズ
ム
運
動

　

と
き
▼
11
月
20
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
9
時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）

　

と
こ
ろ
▼
日
出
谷
保
育
所

　

対
象
▼
市
内
在
住
の
2
〜
3
歳
の
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者

　

定
員
▼
8
組
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
親
子
2
名
で
390
円
（
昼
食
代
）

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

　

申
込
み
▼
11
月
6
日
㈪
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
保
育
課
へ
。

　

詳
し
く
は
蜊
保
育
課

　

下
水
道
施
設
を
開
放
し
、
探
検
ツ
ア
ー

を
行
い
ま
す
。
見
学
を
し
な
が
ら
ス
タ
ン

プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
景
品
が

も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
抽
選
で
素
敵
な
商

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
18
日
㈯
午
前
の
部
⇨
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
の
部
⇨
午
後
1
時
〜
3
時

　

と
こ
ろ
▼
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
小
針
領
家
939
）

　

対
象
▼
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　

主
催
▼
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
下
水
道
公
社

　

申
込
み
▼
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

開
始
時
間
前
に
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

☎
728
―
2
0
1
1

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

陶板浴 こころ
低体温は危険

http://tobanyoku-kokoro.wixsite.com/mysite

健康は幸せの基本　温活で免疫力up

桶川市上日出谷750-20

営業時間　朝９時～夜9時まで　　年中無休
☎048－729－6062

保育課☎786‐1855

子
育
て
世
代
の
お
薬
講
座

日
出
谷
保
育
所
・
食
育
公
開
講
座

「
保
育
所
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に

　
　
　
　
遊
ん
で
楽
し
く
ラ
ン
チ
」

県
民
の
日
「
水
循
環
セ
ン
タ
ー

探
検
ツ
ア
ー
」（
下
水
道
施
設
見
学
会
）

「このゆびとまれ」とは　
文部科学省が推奨している総合型地域ス
ポーツクラブで、市が支援をしています。

と　き▶12月16日㈯
 午後１時30分～４時30分
ところ▶サン・アリーナ（サブ）
対　象▶小学生の家族
 （一人での参加も大歓迎）
定　員▶25人
費　用▶大人400円・子ども200円
 （用具代・保険代など）
 ※当日徴収します。
持ち物▶タオル、体育館シューズ、飲み物
申込み▶往復はがきに、住所・氏名（ふり

がな）・年齢・性別・電話番号・
返信用宛名・「ニュースポーツ」
と記入のうえ、12月５日㈫《必着》
で、大沼忠儀（〒363－0001加
納2044－3）へ。

問合せ蜉大沼☎728－4929

このゆびとまれ主催事業
ニュースポーツ体験　おやこであそぼ　
（ディスゲッター・ソフトペタンク・ラダーゲッ
ター・スクエアステップ・スポーツ吹き矢）

内　容▶アンパンマンのパネルシアター作り
 手あそび・歌など
と　き▶11月22日㈬午前10時30分～11時30分
ところ▶日出谷子育て支援センター
対　象▶市内在住の 2 歳以上の未就学児と保護者
定　員▶10組【先着順】
費　用▶無料
申込み▶11月 7 日㈫午前10時から、電話または直接、日出谷子育

て支援センターへ

　桶川市商工会青年部主催で大好評のイベントを、今年も実施し
ます。青年部員がサンタクロースに変身して皆さんのお宅までプ
レゼントをお届けします！
と　き▶12月10日㈰午後５時～９時
　　　　※時間の指定はできません。
対　象▶市内在住の小学生以下の人
定　員▶200世帯【多数抽選】　　費　用▶無料
申込み▶往復はがき（１家族につき１枚）に、住所・保護者氏名・

電話番号・対象人数・名前（ふりがな）・学年・返信先
宛名を記入のうえ、11月24日㈮《消印有効》までに、商
工会内青年部サンタ事業係（〒363－0024鴨川1－4－3）へ。

　　　　※記入漏れがある場合は、応募が無効となります。
問合せ蜉桶川市商工会青年部☎786－0903

内　容▶北保育所のおみせやさんごっこ
に参加します。

と　き▶11月28日㈫午前10時～11時
ところ▶北保育所
　　　※なるべく徒歩か自転車でお越し

ください。
対　象▶市内在住の２歳以上の未就園児

とその保護者
定　員▶８組【先着順】
申込み▶11月13日㈪午前10時から、電話

または直接、駅前子育て支援セ
ンターへ。

あそびのひろば

保育所のおみせやさん
ごっこに参加してみよう！

☆子育て講座☆

☆子育て講座☆

～桶川市保育所地域子育て支援事業～
あそぼう会と園庭開放のお知らせ

鴨 川 保 育 所 ☎786-1437
坂 田 保 育 所 ☎728-4653

北 保 育 所 ☎771-2014
日出谷保育所 ☎787-0593

実施日 保育所
11月 8日㈬ 鴨川、坂田
11月15日㈬ 北、日出谷

実施日 保育所
	 11月	 1日㈬・	14日㈫ 北
	 11月	 1日㈬・	28日㈫ 日出谷
	 11月	 7日㈫・	22日㈬ 鴨川
	 11月	21日㈫・	29日㈬ 坂田

内　容▶公立保育所の男性保育士が、お
子さんと一緒にできる、体を
使った遊びを実際に楽しみなが
ら紹介します。ママとパパ一緒
の参加も大歓迎です！！

と　き▶11月17日㈮
 午前10時30分～11時30分
ところ▶駅前子育て支援センター
対　象▶市内在住の２歳以上の未就園児

とその保護者
定　員▶10組【先着順】
持ち物▶タオル、飲み物
　　　　※保護者も動きやすい服装で参

加してください。
申込み▶11月６日㈪午前10時から、電話

または直接、駅前子育て支援セ
ンターへ。

～お兄さん先生と一緒に
　　　楽しく体を動かして遊ぼう！！～

わくわくひろば
☆子育て講座☆ 親子で気軽に遊びに来

ませんか？

　市保育所では、あそぼう会と園庭開放を実施しています。
時　間▶午前９時30分～11時　　費　用▶無料
対　象▶乳幼児（未就学児）と保護者　
持ち物▶着替え、タオル、飲み物
申込み▶不要
※なるべく自転車、徒歩でお越しください。
※子育て相談も実施しています。
※詳しくは各保育所ホームページをご覧ください。
あそぼう会「手作りおもちゃで遊ぼう」
　どんなおもちゃができるかな？作ったおもちゃでみんなで遊び
ましょう。

園庭開放（雨天中止）
　園庭で自由に遊んだり、保育所の子どもたちと一緒に遊びま
しょう。保護者同士の交流もできます。

～親子で一緒にパネルシアターであそぼう～

内　容▶あかちゃんとベビーマッサー
ジ、情報交換など

と　き▶11月21日㈫午前10時～正午
ところ▶駅前子育て支援センター
対　象▶市内在住で、実施日に生後 2 か

月から生後 5 か月のあかちゃん
とその保護者

定　員▶10組【先着順】　費　用▶無料
持ち物▶バスタオル、おむつ、ベビーオ

イル、飲み物
講　師▶長谷部裕子さん（ベビーマッ

サージセラピスト）
申込み▶11月６日㈪午前10時から、電話

または直接、駅前子育て支援セ
ンターへ。

スキンシップから
    親子のきずな

☆ベビーマッサージ講座☆

あわてんぼうのサンタがやってくる2017



報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
D
O
で
す
か

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
D
O
で
す
か
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県
内
の
芸
術
文
化
団
体
な
ど
が
一
堂
に

会
し
、
伝
統
文
化
や
現
代
的
な
芸
術
文
化

と
い
っ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
文
化

活
動
に
つ
い
て
、
一
日
の
う
ち
に
鑑
賞
、

体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
で
6

回
目
と
な
る
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、合
唱
、舞
踊
と
い
っ

た
鑑
賞
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
11
月
1
日
の
「
古
典
の
日
」
普
及
啓

発
の
た
め
、さ
い
た
ま
文
学
館
主
催
の「
古

典
の
日
記
念
講
演
会
」
と
併
せ
て
開
催
し

ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
11
日
㈯
午
前
9
時
50
分
〜

午
後
4
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
文
学
館
、
市
民

ホ
ー
ル
、O

K
E
G
A
W
A

 hon

プ
ラ
ス+

（
桶
川
マ
イ
ン
3
階
）、
駅
西
口
公
園

※
雨
天
時
、
駅
西
口
公
園
の
催
し
物
は
中

止
（
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
み
さ
い
た

ま
文
学
館
・
市
民
ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
）。

　

費
用
▼
入
場
無
料（
一
部
実
費
徴
収
有
）

　

申
込
み
▼
一
部
メ
ニ
ュ
ー
は
事
前
申
込

制
で
す
。
電
話
・
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
蜊
県
生
涯
学
習
文
化

財
課
☎
830
―
6

9
2

1

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
728
―

7
1

1
3
）
来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
。

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

Ｆ
Ｐ
３
級
講
座

　

と
き
▼
11
月
26
日
〜
平
成
30
年
1
月

14
日
（
日
曜
日
・
全
７
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
※
12
月
31
日
を
除
く

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
２
７
，
０
０
０
円

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
６
基
礎

　

と
き
▼
11
月
26
日
、
12
月
3
日
（
日

曜
日
・
全
２
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】
※
文
字
入

力
・
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

　

費
用
▼
１
１
，
０
０
０
円
（
教
材
費

別
途
１
，
２
９
６
円
）

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ 

２
０
１
６

　

と
き
▼
11
月
11
日
・
18
日
（
土
曜
日
・

全
２
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】
※
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
の
基
本
操
作
を
習
得
し
て
い
る
人

　

費
用
▼
１
２
，０
０
０
円（
教
材
費
込
）

今
年
は
手
作
り
★
家
族
が
喜
ぶ

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

　

と
き
▼
11
月
19
日
・
26
日
、
12
月
10

日
（
日
曜
日
・
全
３
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

　

定
員
▼
24
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
９
，０
０
０
円
（
教
材
費
込
）

ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会
開
催

桶
川
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
開
催

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
交
流
フ
ェ
ア

　

世
代
を
超
え
た
囲
碁
愛
好
者
の
交
流
を

図
り
ま
す
。
能
力
別
3
階
級
で
対
局
を
行

い
、
部
の
階
級
ご
と
に
優
勝
者
を
決
定
し

ま
す
。
女
性
や
学
生
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

　

と
き
▼
11
月
19
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
か
ら
）

　

と
こ
ろ
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

　

定
員
▼
48
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
11
月
2
日
㈭
〜
11
日
㈯
に
、

直
接
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
昼
食
希
望
の
人
は
、
申
し

込
み
時
に
500
円
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

主
催
・
問
合
せ
蜊
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
728
―
1
1
2
2

　

桶
川
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
桶
川
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）
が
、
芸
能
大
会
を
催
し
、

練
習
を
積
み
重
ね
た
合
唱
や
民
謡
・
民
踊
・

万
作
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
21
日
㈫
午
前
9
時
30
分
開

場
、
午
前
10
時
開
演

　

と
こ
ろ
▼
市
民
ホ
ー
ル

　

問
合
せ
蜊
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
728
―

1
1
2
2

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

　さくらフレンドでは、初めての試みとし
て「親同伴のお見合い」を実施します。結
婚対象者の親または近親者（血縁の深い親
族）にも同席をしていただき、結婚対象者
の支援になる結婚活動を実施します。
と　き▶11月26日㈰午前9時～午後5時頃
 ※午前8時50分集合
ところ▶さくらフレンド
 （勤労青少年ホーム）
対　象▶次の年齢の独身男女と親（近親者）
 男性30～45歳
 女性25～42歳
定　員▶男女各15人【先着順】
 ※定員になり次第締切
費　用▶3,000円（食事・お茶代　2人分）
持ち物▶体育室用運動靴、筆記用具
申込み▶11月12日㈰～16日㈭午前9時～午

後9時に、代金を添えて参加する
本人か身内の人が、直接さくらフ
レンド（末広3－19－8）へ。

 ※電話での申し込みは不可。
問合せ▶さくらフレンド☎728－3393

　自分の娘も安心して参加できる婚活を
目指しています！！

新企画 親同伴のお見合い

県ホームページ

土地・建物の登記
相続：売買：贈与：抵当権設定・抹消等の

〒363－0014　桶川市神明２－２－10
TEL048－775－4472（Faxも同じ）

登記手続き及び遺言書の作成手続等
まずは電話で相談を（無料）

熊井司法書士事務所
司法書士 熊井道明

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
、
ふ
わ

ふ
わ
ド
ー
ム
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

　

と
き
▼
11
月
12
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

3
時

　

と
こ
ろ
▼
川
里
中
央
公
園
ほ
か

　

問
合
せ
蜊
か
わ
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
048
―
569
―
１
１
１
１

　

桜
国
屋
内
に
、
姉
妹
都
市
「
会
津
坂
下

町
」
の
物
産
販
売
特
設
ブ
ー
ス
を
期
間
限

定
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
会
津
坂
下
町
の
り
ん
ご
、
み
し
ら
ず

柿
、
米
、
味
噌
、
醤
油
な
ど
の
特
産
品
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
平
成
30
年
1
月
31
日
㈬
ま
で

　

と
こ
ろ
▼
桜
国
屋
（
北
本
市
深
井
7
丁

目
265
―
4
）

　

問
合
せ
蜊
北
本
市
産
業
振
興
課

☎
048
―
594
―
5
5
3
3

桜
国
屋
に
会
津
坂
下
町
ブ
ー
ス
開
設
！

K
itam

oto
C
ity

北
本
市

K
onosu

C
ity

鴻
巣
市

か
わ
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

受講料無料
事前申込不要

☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター事業部総務課　048－593－1212（代表）
※人間ドックのご予約・ご相談随時受け付けております。（健康管理センター）

■日時：11月18日（土）13：00～16：00（開場12：30～）
■講演：13：30～「上手に付き合うための血糖コントロール」 髙田 哲秀医師（内分泌代謝内科）
　　　　13：45～「災害時の備え、出来ていますか？～糖尿病患者さんに知って欲しいこと～」（看護師、薬剤師等）
　　　　14：50～体験・相談ブース
■場所：北里大学メディカルセンター　　後援：北本市、桶川市、鴻巣市、各市老人クラブ連合会

北里大学メディカルセンター 市民講座
第９回糖尿病フェア～糖尿病と上手に付き合うために～テーマ



響 森
の 情報

響の森　〒363‐0022　桶川市若宮１－５－９
　桶川市民ホール☎789－1113　１階受付チケット☎789－1513
　さいたま文学館☎789－1515まちの話題
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Ｏ
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ス
テ
ー
シ
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情
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公
演
日
▼
平
成
30
年
2
月
3
日
㈯
午
後

2
時
30
分
開
場
、
午
後
3
時
開
演

　

費
用
▼
全
席
指
定
2
，
0
0
0
円

※
入
場
料
金
は
、
宝
く
じ
助
成
に
よ
り
、

特
別
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
入
場

不
可

チ
ケ
ッ
ト
販
売
▼

11
月
18
日
㈯
午
前

8
時
30
分
か
ら
、

市
民
ホ
ー
ル
1
階

メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
整
理
券
を

配
布
し
ま
す
。
発
売
初
日
は
一
人
6
枚
ま

で
の
購
入
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
・
演
出
で
楽
し
い

曲
が
い
っ
ぱ
い
の
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
」。
プ
ロ
歌
手
に
よ
る
良

質
な
音
楽
が
身
近
に
楽
し
め
ま
す
。　
　
　

　

公
演
日
▼
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

①
午
後
0
時
30
分
開
場
、
1
時
開
演

②
午
後
3
時
開
場
、
3
時
30
分
開
演

　

出
演
▼
プ
ロ
オ
ペ
ラ
歌
手
と
公
募
の
児

童
と
そ
の
親

　

定
員
▼
各
回
150
人

　

費
用
▼
全
席
自
由
。
中
学
生
以
上
1
，

0
0	

0
円
、
4
歳
以
上
500
円
→
チ
ケ
ッ
ト

販
売
中
※
3
歳
以
下
無
料

　

と
き
▼
12
月
7
日
〜
平
成
30
年
2
月
15

日
（
毎
週
木
曜
日
・
全
9
日
）

【
A
ク
ラ
ス
】
午
後
5
時
30
分
〜
6
時
30
分

【
B
ク
ラ
ス
】
午
後
6
時
50
分
〜
午
後
7
時

50
分

　

と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
文
学
館
研
修
室
3

　

対
象
▼
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
生

　

定
員
▼
各
ク
ラ
ス
15
人

　

費
用
▼
1
回
1
，
0
0
0
円
（
初
回
受

講
時
に
9
回
分
支
払
）

　

申
込
み
▼
電
話
、
F
A
X
な
ど
で
市
民

ホ
ー
ル
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
11
月
25
日
㈯
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

　

と
こ
ろ
▼
文
学
ホ
ー
ル

　

定
員
▼
200
人

　

講
師
▼
野
村
路
子
さ
ん
（
作
家
）、

山
﨑
十
生
さ
ん
（
俳
人
）

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
電
話
で
さ
い
た
ま
文
学
館
へ
。

　

さ
い
た
ま
文
学
館
で
活
動
し
て
い
る
短

歌
・
俳
句
・
川
柳
・
詩
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

の
文
学
団
体
が
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
自
由
に
見
学
し
て
、
様
々
な
団
体

の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

と
き
▼
11
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
※
団
体
に
よ
り
異
な
る
場
合
あ
り

　

と
こ
ろ
▼
文
学
ホ
ー
ル
、
1
F
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
前
、
2
F
講
座
室
1
・
2
、

3
F
研
修
室
1
・
2
・
3

　

費
用
▼
無
料
（
申
込
み
不
要
）

桶
川
市
民
ホ
ー
ル
　情
報

開
館
時
間
▼
9
時
〜
22
時

さ
い
た
ま
文
学
館
　情
報

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時
30
分

11月の【休館日】の
お知らせ

さいたま文 学 館
桶川市民ホ ー ル

べに花ふるさと館

6日㈪・13日㈪
20日㈪・27日㈪
28日㈫　　　　

※上表内（べに花ふる
さと館）の休館のお知
らせをご確認ください。

催　　し　　物 と　　　き 内　　　容

ふるさと青空市 １１月第 ２ 週～第 ４ 週の土・日曜日
午前１0時～午後２時

安くて新鮮な野菜の販売
売り切れゴメン！！

ふるさと蚤の市 毎月第 ２ 日曜日
午前 9 時～午後 ４ 時

安くてよい品の展示即売
※出店者募集中 !

フリーマーケット 毎月第 3 日曜日
午前 9 時～午後 ４ 時 古民具・古着などのアンティーク商品の販売

《開講講座》 ※染物教室・陶芸教室・そば打ち教室・うどん打ち教室・木工細工教室・
書道教室については、電話で問い合わせてください。

《イベント & サービス》

第８回 ふるさと再
発見講座
※さいたま文学館で
実施します

１１月１８日㈯
①午後 １ 時30分～ ２ 時
②午後 ２ 時～ 3 時４５分

①県内の民話語りグループによる民話の発表
（河童の会・あげお語り部の会）
受講料▶無料
②講座「伝承文化としての昔話」加藤ゆりい
かさん（北上民話研究会副会長　川崎市在住）
受講料▶600円※中学生以下無料

休館期間 対象施設

11月6日㈪〜12月28日㈭ 母　屋
（お食事処含む）

12月29日㈮〜
　平成30年5月初旬（予定） 全　館

申込時間：729－1611
727－025511月 響

の
森
開
館
20
周
年
記
念
事
業

宝
く
じ
文
化
公
演
「
秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
」

文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業

『
子
供
の
た
め
の
お
箏
（
こ
と
）
教
室
』

桶
川
市
協
働
推
進
提
案
事
業

0
歳
か
ら
楽
し
む
フ
ァ
ミ
リ
ー

オ
ペ
ラ
「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
」

開
館
20
周
年
記
念
特
別
展

「
埼
玉
の
文
学
散
歩
」
記
念
講
演
会

「
埼
玉
の
文
学
風
土
と
文
芸
創
作
」

文
学
団
体
発
表
会

改修工事に伴う休館のお知らせ
　べに花ふるさと館は、開館から
17年以上が経過し、施設および
設備の修繕が必要な状況となって
います。11月から順次改修を行い
ます。改修中に利用できる施設が
限られますのでご注意ください。
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第
16
回
「
桶
川
炭
の
会
」

　

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
で
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
「
桶
川
炭
の

会
」
の
鈴
木
三
郎
代
表
と
千
野
裕
三
副
代

表
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

┃
┃
桶
川
炭
の
会
に
つ
い
て

　

公
民
館
講
座
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平

成
11
年
６
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
会

員
は
、
14
人
で
す
。
川
田
谷
小
学
校
隣
の

市
民
緑
地
と
そ
の
周
辺
の
雑
木
林
を
活
動

拠
点
に
、
里
山
保
全
活
動
の
普
及
・
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

┃
┃
活
動
内
容

　

手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
雑
木

林
や
竹
林
を
地
権
者
に
代
わ
り
整
備
し
、

多
様
な
生
物
と
の
共
生
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
整
備
で
伐
採
し
た
竹
は
、
竹
炭
に
加

工
し
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
や
市
民
ま
つ

り
な
ど
で
販
売
。
活
動
資
金
に
充
て
て
い

ま
す
。

┃
┃
竹
林
を
整
備
す
る
理
由

　

竹
が
生
い
茂
り
、
光
が
入
ら
な
く
な
っ

た
竹
林
は
、
暗
く
、
風
通
し
が
悪
く
な
り
、

限
ら
れ
た
生
物
し
か
生
育
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
暗
い
こ
と
で
不
審
者
が
出

没
す
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
温
床

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
整
備
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

┃
┃
整
備
目
標

　

竹
林
の
整
備
は
、
竹
の
種
類
や
土
地
の

条
件
に
よ
っ
て
色
々
な
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
１
㎡
あ
た
り
、
１
〜
２

本
が
良
好
な
状
態
と
考
え
、
こ
れ
を
目
安

に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

┃
┃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
理
由

　

や
は
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
き
れ
い

に
な
っ
た
」「
明
る
く
な
っ
た
」
な
ど
と

声
を
掛
け
ら
れ
る
の
が
一
番
う
れ
し
い
で

す
ね
。

　

ま
た
、
明
る
い
雑
木
林
に
な
っ
た
こ
と

で
自
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、希
少
な「
フ

デ
リ
ン
ド
ウ
」
な
ど
の
花
開
く
様
子
が
見

ら
れ
る
と
何
と
も
い
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

フ
デ
リ
ン
ド
ウ
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多

く
の
人
に
可
憐
な
姿
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
北
本
の
里
山
保
全
団
体
に
500
株
を
株

分
け
し
ま
し
た
。

┃
┃
今
後
の
展
開

　

活
動
エ
リ
ア
を
広
げ
た
い
の
で
す
が
、

メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
に
よ
り
、
現
状
維
持

が
精
一
杯
な
状
態
で
す
。
た
だ
、
草
花
に

造
詣
が
深
い
女
性
メ
ン
バ
ー
が
い
る
の
で
、

そ
の
能
力
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

炭
の
会
で
は
現
在
、
新
規
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

問
合
せ
蜊
桶
川
炭
の
会　

代
表　

鈴
木

三
郎
☎
080
―
５
４
２
９
―
１
９
４
５

最初の相談は無料
遺言のおすすめ…子供がいない。特定の子供に財産をあげたい。
離婚により前妻の子がいる。等々… まずはご相談下さい。

司法書士 井口 鈴子（簡裁代理権取得）
【要予約】平日9：00～17：00（12：00～13：00除く）

予約により、土、日、祭日の面談可
048-775-5892

FAX 048-772-0076
〒363‐0023 埼玉県桶川市朝日2丁目12番23号
http : //homepage2.nifty.com/asahi-houmu/

相続・遺言・贈与・借金

桶川炭の会のメンバー

竹炭作りの様子

自生するフデリンドウ

シュンラン



　この催しは、川田谷公民館を活動拠点にしているサークル
団体の活動の成果発表の場として、年１回開催されていま
す。今回は「であい・ふれあい・学びあい」をテーマに35団
体が参加。会場では、文化サークルの作品展示のほかステー
ジ発表や実演・販売などが行われ、盛り上がりをみせました。
　　　　　　　　　　　（9月30、10月1日　川田谷公民館）

第26回 川田谷公民館サークル発表会第26回 川田谷公民館サークル発表会

　松原のささら獅子舞は、現在、10月の第一日曜日に
行われる松原八幡神社の祭礼で奉納されています。
　こちらのささら獅子舞は、力強く大地を踏む所作や
踊りの構成など儀礼的な色彩をとどめる古くからの形
態が伝承されているのが特徴です。
　また、獅子舞の先導役とされている「宰領」が、踊
りの構成の中で「神」と「道化」を表現した２つの面
を付け替える作法を市内で唯一伝えています。
　当日会場には、勇壮な獅子の姿や神懸った宰領の所
作を一目見ようと多くの観衆が詰めかけました。
　　　　　　　　　　     （10月1日　松原八幡神社）

松原のささら獅子舞松原のささら獅子舞

　市内で活動するク
ラフトバンドサーク
ル「そらはな」の展
示会が市民ホールを
会場に開催されまし
た。クラフトバンド
とは、お米の袋など
梱包用として使われ
ている紙ひも素材を
編んで作品を作る手
芸です。会員の皆さんによります
と、材料費が安く、簡単に作れ、
実用的なところがクラフトバンド
の魅力とのことです。
　会場では、バッグなど130点を
超える作品の展示がありました。
（９月16日　市民ホール）

クラフトバンドサークル「そらはな」クラフトバンドサークル「そらはな」

第17回
桶協夏季グラウンド・ゴルフ大会 大会結果
第17回
桶協夏季グラウンド・ゴルフ大会 大会結果

　桶川市政の円滑な運
営に貢献されました株
式会社ノジマ様に対し
感謝の意を表し、感謝状
をお贈りいたしました。
　　　　　  （９月８日）

寄附に対し
感謝状を贈呈
寄附に対し
感謝状を贈呈

と　き▶９月24日㈰　ところ▶サン・アリーナ
主　催▶教育委員会

と　き▶8月31日㈭　ところ▶後谷公園
参加人数▶92人（男子51人 女子41人）

平成29年度
シルバーレクリエーション
大会の結果

平成29年度
シルバーレクリエーション
大会の結果

桶川高校吹奏楽部
「３年生引退記念公演」
桶川高校吹奏楽部
「３年生引退記念公演」
　桶川高校吹奏楽部の第７回秋の演奏会におい
て、３年生の引退記念公演が行われました。
　３年間の部活動のなかで、一番楽しかった思
い出は、東京ディズニーランドで来場者に桶高
吹の演奏を楽しんでもらったことだそうです。
　引退する部長と副部長は、「桶高吹のモッ
トー『ミッション　パッション　ハイテンショ
ン』を大切に、新しい自分たちの桶高吹サウン
ドを奏でてください」と後輩たちへエールを送
りました。　　　    （９月16日　市民ホール）

＜男子の部＞

＜室内グラウンド・ゴルフの部＞

＜ディスゲッターの部＞

＜スポーツ吹矢の部＞

＜女子の部＞

※H　数はホールインワンの数※同スコアの場合は、年齢の高い人を上位としています

優　勝 金子　寛子 打数　76打 　H　1本　 ２打　16
準優勝 広瀬千代子 打数　78打 　H　2本　 ２打　12
３　位 桜井　京子 打数　80打　 H　1本　 ２打　15

優　勝 木村　公平 打数　70打 　H　2本　 ２打　17
準優勝 田上栄三郎 打数　71打 　H　3本　 ２打　11
３　位 柴崎　英一 打数　75打　 H　2本　 ２打　13

【男子の部】
優　勝 保泉　髙一 16打
準優勝 横森　　繁 17打
第３位 土井　康允 18打
【女子の部】
優　勝 大島　敏子 14打
準優勝 斉藤　豊子 16打
第３位 平間ふぢ子 16打

【男子の部】
優　勝 東木　　洋 81点
準優勝 岩﨑　和義 63点
第３位 中村　公信 60点
【女子の部】
優　勝 保泉　裕子 70点
準優勝 増野志江子 68点
第３位 端名　光子 56点

【男子の部】
優　勝 横森　　繁 95点
準優勝 栗原　正治 91点
第３位 杉内　光昭 89点
【女子の部】
優　勝 小竹　邦子 91点
準優勝 栗原多美枝 87点
第３位 平間ふぢ子 81点

じょうずに
　できました
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▲「人間国宝」山本東次郎

加納小の児童が
「狂言」を堪能
加納小の児童が
「狂言」を堪能

　文化庁の「文化芸術に
よる子供の育成事業」と
して加納小の児童が「狂
言」を堪能しました。子どもたちに質の高い文化
芸術を鑑賞・体験する機会を提供し、子どもたち
の豊かな想像力、思考力、コミュニケーション能
力を養う目的で実施されました。
　当日は、大蔵流狂言山本会による「柿山伏」と
「附子」の２曲の公演があったほか、「人間国宝」 
山本東次郎の小舞が披露されました。
　また、山本会の演者と児童らの共演も実現。児
童らの「蝸牛」の謡に合わせて演者が舞う場面も
みられました。　　      （９月28日　加納小学校）

「バスケ」で
中心市街地活性化
「バスケ」で
中心市街地活性化

　おけがわマイン内の特設
コートを会場に、３on３の全
国大会の地区予選が行われま
した。３on３とは、３人対３
人で試合を行うバスケット
ボールのことです。コートの片面だけを使い、攻守を交代しながら得点
を競います。
　当日は８チームが参加。愛知で開催される全国大会への出場権をか
け、熱戦が繰り広げられました。（10月１日　おけがわマイン）

街をきれいに！
「クリーンおけがわ」
街をきれいに！
「クリーンおけがわ」

世界大会で２位世界大会で２位

　区長会、
コミュニテ
ィ協議会、
市による清
掃活動「ク
リーンおけ
がわ」が実
施されまし
た。当日は、
多くの市民
が参加し、約3,020㎏のごみが収集さ
れました。　 （10月1日：市内各地区）

　第８回世界シニアバドミ
ントン選手権の女子ダブル
スで銀メダルに輝いた浅越
治子さんが市長を表敬訪問
しました。
　世界大会の感想について
「楽しめた」と話す浅越さ
ん。「今回届かなかった金メ
ダルを目指し、２年後の世
界大会への出場に向け、が
んばっていきたい」と抱負
を語りました。（９月28日）

総務大臣から表彰されました総務大臣から表彰されました
　榎本幸雄さんは、長年
にわたり、桶川市代表監
査委員として、地方自治
の振興発展に尽力すると
ともに、豊富な知識を活
かした公正で合理的かつ
効果的な監査を行い、健
全な行財政の確保と運営
に貢献されました。その
功績が認められ、総務大
臣から表彰されました。
　　　　    （９月27日）
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俳
　
句

短
　
歌

（
選
句
協
力…

桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

応募要領

①②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま

た
は【
Ｅ
メ

ル
】で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
俳
句
は
1
人
3
句
、
短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、
必
ず
楷
書
で
記
入
）

作
品

発

　表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、上
位
、俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

締
切
り
…
11
月
15
日
消
印
有
効（
今
回
の
応
募
は
、1
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

玉
の
汗
工
事
現
場
の
旗
さ
ば
き 
上
日
出
谷 

押
川
　
孝

枝
沢
の
流
れ
を
変
え
し
神
無
月 

鴨
川 

上
松
　
文
雄

冬
支
度
や
っ
ぱ
り
椅
子
の
重
さ
か
な 

東 

豊
田
　
鈴
子

屋
根
瓦
熱
は
ね
か
え
す
終
戰
日 

末
広 
齋
藤
　
律
子

荷
を
解
け
ば
生
姜
の
香
り
兄
達
者 

東 
柳
澤
　
京
子

小
さ
き
手
の
真
似
て
遅
る
る
盆
踊 

下
日
出
谷 

山
下
　
恭
子

鐘
の
音
の
響
く
夕
暮
れ
鰯
雲 

坂
田 

小
宮
山
　
勝

大
花
火
果
て
て
砂
浜
波
の
音 

朝
日 

大
野
　
君
子

そ
こ
曲
が
ろ
根
岸
は
雨
の
獺
祭
忌 

加
納 

髙
橋
　
眞
次

思
い
出
の
節
目
節
目
に
赤
と
ん
ぼ 

泉 

山
崎
　
洋
子

ラ
ズ
ベ
リ
ー
汗
か
き
作
る
ジ
ャ
ム
の
香
に
少
年
の
孫
の
笑
顔
明
る
し

 

若
宮 

中
坂
　
紘
子

夕
さ
り
て
瀬
戸
内
見
晴
ら
す
山
の
背
に
盆
灯
籠
の
明
か
り
ゆ
ら
め
く

 

坂
田 

中
井
加
恵
甫

卯
の
花
の
甘
き
香
に
お
う
朝
の
道
歩
く
た
の
し
み
明
日
の
友
と
し

 

泉 

外
山
　
ナ
ミ

公
園
で
遊
ぶ
幼
は
鼻
つ
ま
み
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
と
我
に
も
せ
が
む

 

下
日
出
谷 

山
下
　
恭
子

杉
山
の
枝
打
ち
さ
れ
し
明
る
み
に
水
引
き
草
の
花
穂
紅
濃
し

 

朝
日 

大
野
　
君
子

ひ
び
割
れ
の
壁
に
吹
き
込
む
夏
の
風
海
の
香
の
し
て
し
ば
し
佇
む

 

若
宮 

岩
田
　
哲
明

乗
り
合
は
す
車
両
の
み
ん
な
下
を
向
き
指
を
器
用
に
操
る
ス
マ
ホ

 

坂
田 

小
林
　
茂
之

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

または「おけがわ文芸」コーナー
桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」〒363－8501

E メール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらのQR
コードからも
投稿できます

▲

11

高山　理輝ちゃん
〈五丁台〉

り き

１歳のお誕生日おめでとう♡いつも
ニコニコで元気な理輝。これからも
お兄ちゃん達と仲良く元気に大きく
なってね☆

原口　楓ちゃん
〈坂田東〉

かえで

３歳のお誕生日おめでとう！いつも
元気いっぱいの楓ちゃん、これから
もお兄ちゃんと仲良く、すくすくと
育ってね！

藤田　琴子ちゃん
〈上日出谷〉

こと こ

１歳のお誕生日おめでとう！パパもマ
マもお兄ちゃんもことちゃんの笑顔が
大好きです♡これからも元気で優しい
子に育ってね♪

風見　咲花ちゃん
〈上日出谷〉

は な

３歳のお誕生日おめでとう！はなち
ゃんの笑顔でみんな元気になるよ!!こ
れからも元気に大きくなってね♡

並木　紘那ちゃん
〈下日出谷西〉

ひ   な

１歳のお誕生日おめでとう♡いつも
穏やかなヒナの笑顔に癒されてます。
これからも元気にすくすく育ってね！

木元　仁愛ちゃん
〈下日出谷〉

に な

２歳のお誕生日おめでとう！いつも
ニコニコ元気なニナちゃんが大好き♡
お姉ちゃんお兄ちゃんと楽しく過ご
していこうね♪

　　　　　  の子どもの写真（3歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと
写っているもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年月日
③保護者名④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】また
は【Eメール】でお送りください。（11月15日消印有効）
※応募者多数の場合は抽選となります。※過去に掲載されたお子さんのご応募は、ご遠慮
ください。

１月生まれ
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■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
（
初
心
者
講
習
会
）『
桶
川
市
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
』

１１
月
１４
日
㈫
9
時
〜
１0
時
30
分
（
川
田
谷

公
民
館
で
講
義
）、
１0
時
４0
分
〜
正
午

（
農
村
広
場
で
実
技
）
／
２0
人
／
無
料
／

初
心
者
歓
迎
。
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
雨
天
の
場
合
は
講
義
の
み
実
施
致
し

ま
す
／
新
井
☎
7８6
─
2
7
7
6

■
家
事
と
家
計
の
講
習
会
『
浦
和
友
の
会

桶
川
支
部
』

１１
月
１6
日
㈭
１0
時
30
分
〜
正
午
／
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
２0
人
／
４00
円

（
実
費
、
資
料
代
他
）
／
〜
悩
む
よ
り
つ

け
て
解
消
家
計
の
不
安
〜
ぜ
ひ
、
ご
一
緒

に
家
計
簿
を
つ
け
ま
せ
ん
か
／
花
盛
☎
77５

─
5
0
9
8

■
遺
言
書
を
つ
く
る
『
田
舎
会
』

１１
月
１7
日
㈮
１0
時
30
分
〜
１１
時
30
分
／
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
１５
人
／
２00

円
（
資
料
代
）
／
遺
言
書
の
種
類
と
つ
く

り
方
／
隅
埜
☎
0４８
─
５9１
─
6
2
2
1

■
桶
川
市
美
術
会
絵
画
展
（
30
号
以
上
の

大
作
）『
桶
川
市
美
術
会
』

１１
月
１6
日
㈭
〜
１9
日
㈰
１0
時
〜
１7
時
／
市

民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／
宮
治

☎
7８6
─
6
7
5
1

■
木
目
込
み
干
支
講
習
会
『
桶
川
市
美
術

会
』

１１
月
１８
日
㈯
〜
１9
日
㈰
１3
時
〜
１7
時
／
社

会
福
祉
協
議
会
3
階
／
3
，
5
0
0
円

（
材
料
費
）
／
申
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒

363
─
00１3
東
１
─
6
─
２6
「
坂
田
裕
紀
」
ま

で
／
坂
田
☎
77１
─
6
9
6
9

■
日
出
谷
保
育
所
バ
ザ
ー
開
催
『
日
出
谷

保
育
所
父
母
の
会
』

１１
月
１9
日
㈰
１0
時
〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

／
日
出
谷
保
育
所
／
ゲ
ー
ム
参
加
費
各
１00

円
／
日
用
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
子
供
服
な
ど

の
バ
ザ
ー
を
開
催
！
ま
た
、
ち
び
っ
こ
向

け
の
ゲ
ー
ム
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
輪
投

げ
・
く
じ
引
き
な
ど
）
も
行
い
ま
す
。
是

非
ご
家
族
揃
っ
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

／
日
出
谷
保
育
所
☎
7８7
─
0
5
9
3

■
落
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
『
桶
川
寄
席

り
ん
ど
う
』

１１
月
１9
日
㈰
１４
時
開
演
／
桶
川
集
会
所

（
ユ
ニ
テ
ィ
）
／
70
人
／
無
料
（
賛
助
会

員
５00
円
）
／
皆
で
笑
っ
て
免
疫
力
を
ア
ッ

プ
さ
せ
よ
う
／
木
村
☎
090
─
4
4
2
3
─

2
8
3
9

■
第
17
回
桶
川
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
『
桶
川
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
』

１１
月
１9
日
㈰
9
時
30
分
集
合
、
１0
時
開
会

式
／
ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
北
本
／
８0
人
／
２
，

0
0
0
円
（
１
人
3
ゲ
ー
ム
）
／
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
お
よ
び
協
会
会
員
の
人

／
１１
月
9
日
㈭
締
切
。
毎
月
第
3
土
曜
日

１9
時
よ
り
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
／
竹
澤

☎
0４８
─
５４２
─
5
1
4
1

■
桶
川
混
声
合
唱
団
演
奏
会
『
桶
川
混
声

合
唱
団
』

１２
月
２
日
㈯
１3
時
30
分
開
場
、
１４
時
開
演
、

１6
時
閉
演
予
定
／
市
民
ホ
ー
ル
／
入
場
料

１
，
0
0
0
円
／
皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
楽

し
め
る
演
奏
会
で
す
。
是
非
い
ら
し
て
下

さ
い
／
港
☎
090
─
8
5
6
3
─
2
2
9
4

■
一
服
ど
う
ぞ
『
裏
千
家
茶
道
教
場 

清

心
会
』

１２
月
3
日
㈰
１0
時
〜
１５
時
（
お
菓
子
が
な

く
な
り
次
第
終
了
）
／
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
桶
川
中
山
道
沿
い
）
／
５00

円
／
異
国
の
道
具
を
使
っ
て
立
礼
に
て
一

服
差
し
上
げ
ま
す
。
椅
子
席
で
す
の
で
お

気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
／
裏
千
家
茶
道

教
場 

清
心
会
☎
7８6
─
2
3
7
7

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
お
正
月
ア
レ

ン
ジ
講
習
会

１２
月
８
日
㈮
・
9
日
㈯
１0
時
30
分
か
ら
約

１
時
間
30
分
／
ト
メ
リ
ー
セ
店
内
／
各
日

８
人
（
申
込
締
切
１１
月
２6
日
）
／
3
，

0 
0
0
円
（
材
料
費
）
／
枯
れ
な
い
お
花

「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」
で
お
正
月

用
の
ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま
す
／
三
田
☎
7８２

─
7
5
6
5

■
第
60
回
べ
に
花
の
郷
桶
川
市
駅
伝
競
走

大
会
『
桶
川
市
陸
上
競
技
協
会
』

１２
月
１7
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午
（
申
込
締

切
１２
月
２
日
）
／
西
中
学
校
お
よ
び
そ
の

周
辺
／
１00
チ
ー
ム
／
参
加
費
１
チ
ー
ム
小

学
生
１
，
0
0
0
円
、
中
学
生
２
，
0 

0

0
円
、
高
校
生
４
，
0
0
0
円
、
一
般
6
，

0
0
0
円
／
健
康
で
3
，
0
0
0
m
以
上

完
走
で
き
る
人
／
襷
に
絆
を
か
け
て
／
渡

辺
☎
0８0
─
1
0
5
6
─
7
4
0
6

■
油
絵
会
員
募
集
『
彩
流
会
』

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
9
時
〜
正
午
／
東

公
民
館
／
月
額
２
，
0
0
0
円
／
講
師
の

指
導
の
も
と
、
楽
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
／
石
川
☎
7２８
─

4
5
9
9

■
剣
道
で
„
丈
夫
な
体
＂„
が
ん
ば
る
心
＂

を
「
桶
川
剣
友
会
」『
桶
川
剣
道
連
盟
』

①
毎
週
水
曜
日
１８
時
〜
１9
時
30
分
②
毎
週

土
曜
日
１４
時
〜
１５
時
30
分
③
毎
週
日
曜
日

9
時
〜
１0
時
30
分
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
剣

道
場
／
入
会
金
２
，
0
0
0
円
、
月
額
２
，

5
0
0
円
（
兄
弟
割
あ
り
）
／
H
P
は

「okeken

」
で
検
索
／
土
井
☎
77２
─
5 

0

2 

5
■
会
員
募
集
『
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
』

毎
月
第
１
・
２
・
４
木
曜
日
１3
時
30
分
〜

１５
時
／
加
納
公
民
館
／
月
額
１
，
0
0
0

円
／
女
性
／
初
心
者
歓
迎
。
無
理
な
く
楽

し
い
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
／
遠
藤
☎
7２８
─

5
6
1
4

■
書
道
の
練
習
『
書
の
会
』

毎
月
２
回
土
曜
日
１3
時
30
分
〜
１7
時
／
桶

川
集
会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
）
／
月
額
２
，

9
0
0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
、
筆
、
墨
、

用
紙
代
な
ど
か
か
り
ま
す
）
／
女
性
／
先

生
が
と
て
も
熱
心
に
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

地
道
に
継
続
す
れ
ば
、
確
実
に
上
達
す
る

と
思
い
ま
す
／
遠
藤
☎
7２８
─
1
5
1
9

■
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
メ
ン
バ
ー
募
集

『
ロ
ス
・
ボ
ニ
ー
ト
ス
』

毎
月
第
１
・
3
土
曜
日
１3
時
〜
１6
時
／
市

民
ホ
ー
ル
3
階
練
習
室
／
月
額
１
，
0 

0

0
円
／
経
験
者
歓
迎
／
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
／
梅
谷
☎
7８２
─

6
2
3
2

■
会
員
募
集
『
川
柳
べ
に
ば
な
会
』

毎
月
第
１
土
曜
日
１3
時
〜
１6
時
／
さ
い
た

ま
文
学
館
／
月
額
１
，
5
0
0
円
／
講
師

は
高
鶴
礼
子
先
生
（
全
日
本
川
柳
協
会
常

任
幹
事
）
川
柳
の
創
作
と
鑑
賞
。
分
り
易

く
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
川
柳
を
通
し
て

人
生
の
わ
か
ち
合
い
を
し
て
い
ま
す
／
稲

元
☎
77５
─
8
2
3
1

■
日
記
代
わ
り
に
短
歌
を
詠
み
ま
せ
ん
か

『
青
虹
短
歌
会
』

毎
月
第
3
水
曜
日
１3
時
〜
１6
時
、
年
3
回

第
２
日
曜
日
１0
時
30
分
〜
１6
時
／
さ
い
た

ま
文
学
館
研
修
室
又
は
講
座
室
／
数
名
／

入
会
金
２00
円
、
年
額
１
，
5
0
0
円
、
短

歌
誌
・
月
１
，
0
0
0
円
、
月
額
４00
円

（
午
後
の
み
２00
円
）
／
初
心
者
／
心
に
残

っ
た
こ
と
、
残
し
て
お
き
た
い
こ
と
を
毎

月
た
の
し
み
な
が
ら
勉
強
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
短
歌
は
短
歌
誌
「
新
青
虹
」

に
掲
載
さ
れ
ま
す
／
上
田
☎
7８6
─
1
3
6
2

■
3
B
体
操
会
員
募
集
『
八
重
桜
』

毎
週
火
曜
日
１3
時
30
分
〜
１５
時
／
さ
く
ら

フ
レ
ン
ド
／
月
額
２
，
0
0
0
円
／
女
性

／
無
料
体
験
１１
月
7
・
１４
・
２１
・
２８
日
。

運
動
の
苦
手
な
人
も
ご
一
緒
に
！
上
履
き

持
参
／
中
村
☎
7２８
─
5
2
4
1

■
会
員
募
集
『
葉
月
読
書
会
』

毎
月
第
１
水
曜
日
１3
時
30
分
〜
／
駅
西
口

図
書
館
読
書
会
室
／
１0
人
／
無
料
／
新
し

く
9
月
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。
楽
し
く
共

通
の
本
の
読
書
感
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

／
岩
﨑
☎
7２８
─
3
2
4
4

■
メ
ン
バ
ー
募
集
『
桶
川
英
会
話
ク
ラ
ブ
』

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
１８
時
〜
１9
時
（
初

級
）
２0
時
〜
２１
時
（
初
級
上
）
／
市
民
ホ

ー
ル
２
階
小
会
議
室
／
８
人
／
入
会
金
１
，

0
0
0
円
、
月
額
２
，
0
0
0
円
（
施

設
使
用
料
、
資
料
代
）
／
大
人
（
高
校
生

以
上
）
／
経
験
豊
富
な
日
本
人
の
先
生
が

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
！
／
矢
島
☎
070

─
5
0
1
3
─
4
5
8
3

■
空
手
道
『
桶
川
空
手
道
会
』

毎
週
土
曜
日
１7
時
30
分
〜
１9
時
／
サ
ン
・

ア
リ
ー
ナ
２
階
／
月
額
3
，
0
0
0
円

（
親
子
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
二
人
目
か
ら
半

額
）
／
稽
古
体
験
も
可
／
森
☎
0８0
─

3
0
9
8
─
0
4
0
6

開
催
し
ま
す

募
集
し
ま
す

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

　
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１月号の締め切りは、11月10日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課☎786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

１月号の締め切りは、11月10日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

■投稿規程
○ 投稿は所定の用紙（ホームページからも入手できます）で提出してください。
○ 政治、宗教、営利、個人活動などを目的としたものは掲載できません。
○ 開催記事は広く市民一般を対象としたもので、同一内容を２回以上掲載することはできません。
○ 募集記事は一団体につき年度２回までとし、連続での掲載はできません。
○ 開催・募集記事を合わせて、掲載は年度６回を上限とします。
○ 申込者は団体の構成員とし、指導的な立場の人は除きます。
○ 個人的な物品の授受については掲載できません。
○ 原稿の内容は編集の都合上、一部省略する場合があります。

『広報おけがわ』・『市ホームページ』
広告掲載募集中

お店の商品のPRなどにどうぞご利用ください。
掲載料金
広報（下半段） ミリ ， 円／回
広報（下一段） ミリ ， 円／回

， 円／月
秘書広報課（☎786－3211）または、市HPへ。詳しくは

桶川市公式ツイッター
＠okechan_okegawa

桶川の情報を
つぶやいている
べに～



　

　

　 桶川市役所（仮設庁舎）

10月１日現在 対前月比

人口と世帯も
く
じ

　

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpokegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信
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／
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TEL：０４８－７８６－３２１１（代表）
〒３６３－８５０１ 桶川市上日出谷936－1

FAX：０４８－７８６－９８６６
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べに花の郷

月号

No.
998

人口 人

　男 人

　女 人

世帯数 世帯

人　

人　

人　

世帯

●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・ごみ収集・いいトコみっけ隊

桶川市民まつり

75,234
37,379
37,855
31,772 ＋29

－10
＋3
－7

いっしょにＤＯですか？

　集団女性がん検診追加実施のお知らせ

　第4回オケちゃん駅伝競走大会参加チーム
　募集

まちの話題
　Let’s ボラライフ

　フォトスケッチ

　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸

早期不妊検査費と不妊治療費の
　　　　　　　　  助成を始めました
11月3日オケちゃんが「スポーツ応援
宣言」をします

　『多様な働き方実践企業』認定制度のご案内

健康ステーション

情報ステーション

P26

P26

P35

P35

P36

P39

P22
P25
P34
P40
裏表紙

特集 P02

P04

P08

P21

P18

　「いつでも子育てメール相談」をご利用ください P10

　協働推進提案事業（平成30年度実施
　予定事業）募集のお知らせ

P23
P24

青 木 清 掃 株 式 会 社
目
品
業
営 【本　　社】

TEL 
【事業本部】

TEL 

(一社)埼玉県建設業協会会員　(公社)日本下水道管路管理業協会会員　埼玉県公安委員会認定第 号

ご家庭で処理できないゴミがある、側溝が詰まってしまった、土木工事業等
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆様のお役にたちます！

・下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
・土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
・管更生工事
・一般、産業廃棄物運搬処理業・浄化槽清掃・保守点検業

〒363-0015

〒363-0004

埼玉県桶川市南一丁目2番6号

埼玉県桶川市五丁台425番1号
048（775）1551㈹

048（728）8273㈹

【診療時間】午前９時～午後５時
【診療科目】医療機関に電話で確認してから、受診してください。
　　　　 　（都合により変更したり、当直の専門医が限定される場合があります。）

　市内の一部のコンビニにＡＥＤ
を設置したべに～ 設置店舗は、オ
レンジのステッカーが目印べに♪

　市内の一部のコンビニにＡＥＤ
を設置したべに～ 設置店舗は、オ
レンジのステッカーが目印べに♪

AED
設置店舗

44

月  日 医 療 機 関 名 診 療 科目 所在地 ＴＥＬ

11
　
月

3
日

上日出谷楢原整形外科 整 /リハ 桶川市 789-2200

伊 奈 病 院 内 / 外 伊奈町 721-3692

北 本 整 形 外 科 整 / 皮 /リハ 北本市 048-591-8871

5
日

桶川みらいクリニック 内 / 皮 桶川市 789-0030

埼 玉 県 央 病 院 内 / 外 桶川市 776-0022

さ と う ク リ ニ ッ ク 内 / 消 / 小 北本市 048-590-5977

12
日

埼 玉 県 央 病 院 内 / 外 桶川市 776-0022

みなみのメディカルクリニック 内 / 消内 伊奈町 720-0033

きたもと脳神経外科クリニック 脳 北本市 048-592-8808

19
日

埼 玉 県 央 病 院 内 / 外 桶川市 776-0022

石 く ぼ 医 院 内 / 消内 / 内視鏡内 伊奈町 872-6121

山 田 医 院 内 / 小 北本市 048-593-0353

23
日

坂 部 医 院 内 / 小 桶川市 771-1055

し ら さ き 眼 科 医 院 眼 伊奈町 792-0249

鈴 木 医 院 内 / 小 北本市 048-592-1313

26
日

鈴 木 内 科 医 院 内 / 小 / 皮 桶川市 787-3000

埼 玉 県 央 病 院 内 / 外 桶川市 776-0022

楢 原 医 院 内 / 胃腸 / 肛門 北本市 048-542-6582

北足立歯科医師会休日診療所

鴻巣市赤見台1－15－23
☎048－596－0275
診療日時：日曜、祝日及び８月
13日～ 15日（年末年始は休診）
午前９時30分～午後０時30分

県救急医療情報センター

☎048－824－4199
緊急に受診が必要なときに診療可
能な医療機関を24時間体制で案内
しています（歯科、精神科を除く）。

救急電話相談
　（小児・大人共通　♯7119）
急いで病院にかかる必要性や、家庭
での処置方法を看護師がアドバイスし
ています。
■相談時間：24時間・365日
ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合
☎048－824－4199

小児初期救急当番医

診療日時：月～土曜
午後8時～10時（祝日、年末年始を除く）
＜当番医の問合せ＞
埼玉県央広域消防本部
☎048－597－3301（24時間対応）

燃やせるごみ
古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

紙製の容器
と包装紙

プラス
チック

金属・
ガラス・
乾電池

その他

高崎線東側 2・6・9・13・16・
20・23・27・30 4・18 1・17 7・14・

21・28 10・24 15

高崎線西側 3・7・10・14・17・
21・24・28 11・25 6・20 2・9・16・

23・30 13・27 8

11月のごみ収集日程表 ●環境センター（リサイクル推進課）☎728－1902

※第 2・第 4 土曜日の開庁では、「粗大ごみ」の持ち込みのみ受け付けます。
　土曜日は、集積所に出せるごみは、受け付けていません。（午前8時30分～11時30分）
※ごみは朝8時までに出しましょう。買い物はマイバッグを使用しましょう。
※レジ袋はごみ袋として使用できません。

夜間可

夜間可

夜間可
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